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　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　大
雪
の
中
、
迎
え
た
令
和

３
年
も
早
１
カ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
猛
威
を
振

る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
の
目
途
も
立

た
な
い
中
、
市
民
の
皆
様
方

か
ら
は「
自
分
自
身
が
考
え
、

行
動
し
て
問
題
を
解
決
す

る
」
自
助
、「
共
に
支
え
あ

い
助
け
あ
い
、
お
互
い
を
気

づ
か
い
あ
う
」
共
助
を
理
解

し
、
実
践
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　私
ど
も
市
議
会
も
、
公
助

と
し
て
行
政
が
市
民
に
今
何

を
す
べ
き
か
し
っ
か
り
と
考

え
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政

運
営
と
な
る
よ
う
、
議
会
の

機
能
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
関
矢
孝
夫
）

あ
と
が
き

　昨
年
は
国
勢
調
査
員
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　地
元
の
約
80
軒
を
担
当
し
ま
し
た
。
集

落
を
一
軒
一
軒
回
っ
て
み
る
と
、
普
段
気

付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

家
は
あ
る
け
れ
ど
新
潟
市
に
住
ん
で
い
る

家
族
。
持
ち
主
は
東
京
に
住
ん
で
い
て
、

別
荘
の
よ
う
な
家
。
じ
い
ち
ゃ
ん
が
一
人

で
住
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
今
は
南
魚
沼
市

の
息
子
さ
ん
と
暮
ら
し
て
い
る
等
々
、
肌

身
で
感
じ
た
過
疎
化
で
し
た
。

　こ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
十
日
町
市
の

大
地
の
芸
術
祭
で
す
。
３
年
毎
の
開
催
で

す
が
、
来
場
者
数
は
50
万
人
と
の
こ
と
。

実
際
に
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、
ア
ー
ト
作

品
が
畑
や
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
り
、
古

民
家
の
中
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
り
、
新
鮮

な
体
験
で
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
商
店
街

も
閉
ま
っ
て
い
る
店
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
コ
も
の
を
つ
く
っ
て
人

を
集
め
る
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　子
ど
も
の
頃
、
70
歳
と
い
え
ば
相
当
の

お
年
寄
り
と
記
憶
し
て
い
る
。
ま
さ
か
自

分
が
そ
の
年
齢
を
超
え
た
老
人
に
な
っ
た

自
覚
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
山
で
の
歩

く
速
度
も
遅
く
な
り
、
一
層
進
ん
だ
物
忘

れ
な
ど
か
ら
、
体
力
、
気
力
と
も
に
着
実

に
衰
え
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
　

　新
潟
県
の
男
性
の
健
康
寿
命
は
72
歳
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
健
康
に
留

意
し
、「
寝
た
き
り
と
認
知
症
は
努
力
に

よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
生
活
面
で
し
っ
か
り
と
自

立
し
、生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い

た
め
、
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
に
心
が
け
免
疫
力
を
高
め
た
い
。
そ

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
実
践
に
努
め
た
い
。

６
回
目
の
年
男
を
迎
え
て

　

市
民
の
声

並
柳

　関
矢

　隆
さ
ん

国
勢
調
査
員
を

　
　
　
　や
っ
て
感
じ
た
こ
と

今
泉

　星
野
正
昭
さ
ん
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わが校
自慢

　広
神
中
学
校
の
自
慢
は
、
物
心

と
も
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
温
か
い

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

生
徒
も
職
員
も
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
「
広
神
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
皆
様
の
協
力
で
、
１
年

生
が
栽
培
し
た
さ
つ
ま
い
も
を

使
っ
て
、
校
内
で
「
干
し
芋
」

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　上
級
生
や
１
年
生
の
家
庭
に

も
配
り
、
全
校
で
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　今年度の中学生議会は広神中学校の３年生
から取組んでいただきました。議会終了後に、
クラスごとに記念写真をパチリ！

山田菜々子さん「星と月に照らされて」広神中学校　2年

※「中学生議会」の詳細については 14〜16 ページをご覧ください。※「中学生議会」の詳細については 14〜16 ページをご覧ください。



23 魚 沼 市 議 会 だ よ り魚 沼 市 議 会 だ よ り

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第４回臨時会議案等 

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第87号 ◎魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について

議案
第88号 ◎

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

条

　例

◎
議案

第89号
魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

条
例

◎
発議

第４号
魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

議員
発議

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

議案
第98号 ◎

魚沼市公共施設整備等基金条例の一部改正について
（公共施設整備等基金を公共施設の解体撤去の資金に充てる
ことも可能とするため、所要の改正を行うもの）

議案
第99号 ◎

魚沼市分担金等の督促手数料及び延滞金徴収条例の一
部改正について

（租税特別措置法の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第102号 ◎

市有地の処分について
（水の郷工業団地造成地の一部を、企業の工場用地として、
売却処分するもの）

第４回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第90号 ◎令和２年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

議案
第91号 ◎令和２年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案
第92号 ◎令和２年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案
第93号 ◎令和２年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第94号 ◎令和２年度魚沼市病院事業会計補正予算（第１号）

議案
第95号 ◎令和２年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第２号）

議案
第96号 ◎令和２年度魚沼市水道事業会計補正予算（第３号）

議案
第97号 ◎令和２年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第２号）

議案
第100号 ◎

魚沼市入湯税条例等の一部改正について

議案
第101号 ◎

魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について

予

　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　例

そ

　
　の

　
　他

議案
第103号 ◎

市道路線の認定について
（国土交通省による浦佐バイパス整備事業の実施及び市街化に
よる生活道路への様態変更に伴い、市道路線の認定をするもの）

議案
第104号 ◎

市道路線の変更について
（国土交通省による浦佐バイパス整備事業実施、小平尾地区の県営圃
場整備事業完了及び管理境界変更に伴い、市道路線の変更をするもの）

議案
第105号 ◎

市道路線の廃止について
（市役所新庁舎の移転に伴い、庁舎の敷地内となった市道を
構内道路として管理するため、市道を廃止するもの）

◎
議案

第106号
人権擁護委員候補者の推薦について（中原  滝澤  郁代氏）

人

　
　事

◎
議案

第107号
人権擁護委員候補者の推薦について（中家  大嶋のり子氏）

◎
選挙

第１号
魚沼市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について選挙

◎
同意

第21号
副市長の選任について（井口新田  櫻井  雅人氏）

◎
発議

第５号
防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進を求める
意見書の提出について

議員
発議

請願の
取下げ

請願第３号「魚沼須原スキー場並びに市内スキー場の
持続可能な運営を求める請願」の取下げについて請

　願 継続
審査

請願
第４号

須原スキー場及び市内スキー場の持続可能な運営につ
いて市長への提言を求める請願

新 年の挨拶

議長　遠藤徳一

櫻井  雅人氏

（61 歳）

　令和２年第４回臨時会が11月24日に開催され、市長提出の「魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正
について」のほか２件の条例改正案と議員発議の「魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について」の４件を可決しました。
　令和２年第４回定例会が12月22日から１月19日の29日間の会期で開催されました。議会初日に、一般
会計補正予算をはじめ８件の補正予算を可決しました。議案第99号、100号及び101号はそれぞれ委員会
に付託後、即日可決しました。１月13日と15日には15人の議員が一般質問を行いました。最終日には、
各委員会付託の議案等すべてが可決しました。スキー場に関する請願は継続審査とし、さらに調査するこ
ととしました。また、追加議案の副市長の選任について同意しました。

第4回臨時会・定例会報告第4回臨時会・定例会報告

第4回定例会補正予算第4回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

354億9,920万円

補正額

10億7,610万円

補正前の額

一般会計（第６号） 344億2,310万円

収益的収入 9億6,220万円20万円病院事業会計
（第１号）

9億6,200万円

歳入：新型コロナウイルス感染症対策事業に係る国・県支出
金の追加又は減額、ふるさと寄附金及びふるさと結基金繰入
金等の追加、財政調整基金繰入金の調整など
歳出：給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整、ふる
さと寄附金の増加に伴う関係経費の追加、新型コロナウイル
ス感染症対策関係経費の追加など

8億7,040万円1,140万円
後期高齢者医療特別会計
（第１号）

8億5,900万円

歳入：前年度決算に伴う療養給付費負担金の精算や前年度繰
越金の追加、一般会計繰入金の減額など
歳出：給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整、前年
度保険料負担金の精算などに伴う広域連合への納付金の追
加など

31億4,080万円1,480万円
国民健康保険特別会計
（第１号）

31億2,600万円
歳入：前年度決算に伴う繰越金の追加など
歳出：前年度保険給付費負担金の精算などに伴う県への償還
金の追加など

53億80万円120万円
介護保険特別会計
（第２号）

52億9,960万円
歳入：歳入歳出予算に関連する国の補助金の追加など
歳出：人事異動に伴う職員給与費の減額、制度改正に伴うシ
ステム改修経費の追加など

給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整
収益的支出 9億1,720万円20万円9億1,700万円

収益的支出 14億5,350万円△1,050万円ガス事業会計
（第２号）

14億6,400万円
給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整

資本的支出 1億6,740万円△160万円1億6,900万円

収益的支出 9億750万円△550万円水道事業会計
（第３号）

9億1,300万円
給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整

資本的支出 6億8,910万円150万円6億8,760万円

収益的支出 23億5,880万円△420万円下水道事業会計
（第２号）

23億6,300万円
給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整

資本的支出 15億5,570万円△30万円15億5,600万円

（租税特別措置法の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

（地方税法施行令の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　日頃より、市民の皆様方から、市議会にお寄せいただきますご支援・ご協力に対し厚く
お礼申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が短期間に世界中に蔓延し、本年１月12日現在の累
計感染者が全世界で８,971万人、日本で30万人、死亡者数が全世界で197万人、日本で４

千人と猛威を振るっており、いまだに終息の見通しがつかない状況です。魚沼市議会といたしましても、万全
の対策の下、市民の安心安全のために努めて参りたいと思います。
　さて、世界の政治面ではアメリカ合衆国大統領選が行われ、共和党のトランプ大統領から民主党のバイデン
大統領へ政権が代わることとなりました。これまでのトランプ政権での自国主義から方針転換し、全世界に有
効なリーダーシップを望むものです。
　国内では７年を超え、長期にわたり政権を担っていた安倍首相から新しく菅首相が誕生しました。また、世
界中の人々が期待を寄せていた東京オリンピックの開催も新型コロナウイルス感染症拡大のため、本年に延期
となるなど政財界に大きな影響を与える出来事が数多くありました。
　今年の干支は「丑（うし）」であります。牛は、勤勉によく働く姿が「誠実さ」を象徴し、また「紐」とい
う漢字に「丑」の字が使われており、「結ぶ」や「つかむ」などの意味を込めたとも考えられています。
　昨年は、魚沼市も新庁舎開庁、内田新市長の誕生と歴史に残る変化の年でした。新しい年は、「丑」に象徴
されるように着実に絆を大切にしながら困難に立ち向かっていく年としたいと思っております。
　また、６月には市議会議員の改選があります。定員も２名減の18名となり、新しい顔ぶれで７月から議会活
動を行うこととなります。
　本年も魚沼市議会をどうぞよろしくお願い申し上げます。

◎

　１月 19 日に行われた「第４回定例会」において、議会の同意を得て、副市長に櫻井
雅人氏が選任されました。任期は２月１日から４年間です。

昭和57年３月…法政大学卒業

昭和57年４月…湯之谷村役場入職

平成25年４月…魚沼市役所 総務管理室長

平成27年４月…魚沼市役所 議会事務局次長

平成28年４月…魚沼市役所 議会事務局長

令和２年３月…退職

令和２年４月…堀之内なかよし保育園長

経　歴経　歴

同意第 21 号 副市長の選任に同意しました副市長の選任に同意しました副市長の選任に同意しました
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◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第４回臨時会議案等 

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第87号 ◎魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について

議案
第88号 ◎

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

条

　例

◎
議案

第89号
魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

条
例

◎
発議

第４号
魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

議員
発議

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

議案
第98号 ◎

魚沼市公共施設整備等基金条例の一部改正について
（公共施設整備等基金を公共施設の解体撤去の資金に充てる
ことも可能とするため、所要の改正を行うもの）

議案
第99号 ◎

魚沼市分担金等の督促手数料及び延滞金徴収条例の一
部改正について

（租税特別措置法の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第102号 ◎

市有地の処分について
（水の郷工業団地造成地の一部を、企業の工場用地として、
売却処分するもの）

第４回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第90号 ◎令和２年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

議案
第91号 ◎令和２年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案
第92号 ◎令和２年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案
第93号 ◎令和２年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第94号 ◎令和２年度魚沼市病院事業会計補正予算（第１号）

議案
第95号 ◎令和２年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第２号）

議案
第96号 ◎令和２年度魚沼市水道事業会計補正予算（第３号）

議案
第97号 ◎令和２年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第２号）

議案
第100号 ◎

魚沼市入湯税条例等の一部改正について

議案
第101号 ◎

魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について

予

　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　例

そ

　
　の

　
　他

議案
第103号 ◎

市道路線の認定について
（国土交通省による浦佐バイパス整備事業の実施及び市街化に
よる生活道路への様態変更に伴い、市道路線の認定をするもの）

議案
第104号 ◎

市道路線の変更について
（国土交通省による浦佐バイパス整備事業実施、小平尾地区の県営圃
場整備事業完了及び管理境界変更に伴い、市道路線の変更をするもの）

議案
第105号 ◎

市道路線の廃止について
（市役所新庁舎の移転に伴い、庁舎の敷地内となった市道を
構内道路として管理するため、市道を廃止するもの）

◎
議案

第106号
人権擁護委員候補者の推薦について（中原  滝澤  郁代氏）

人

　
　事

◎
議案

第107号
人権擁護委員候補者の推薦について（中家  大嶋のり子氏）

◎
選挙

第１号
魚沼市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について選挙

◎
同意

第21号
副市長の選任について（井口新田  櫻井  雅人氏）

◎
発議

第５号
防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進を求める
意見書の提出について

議員
発議

請願の
取下げ

請願第３号「魚沼須原スキー場並びに市内スキー場の
持続可能な運営を求める請願」の取下げについて請

　願 継続
審査

請願
第４号

須原スキー場及び市内スキー場の持続可能な運営につ
いて市長への提言を求める請願

新年の挨拶

議長　遠藤徳一

櫻井  雅人氏

（61 歳）

　令和２年第４回臨時会が11月24日に開催され、市長提出の「魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正
について」のほか２件の条例改正案と議員発議の「魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について」の４件を可決しました。
　令和２年第４回定例会が12月22日から１月19日の29日間の会期で開催されました。議会初日に、一般
会計補正予算をはじめ８件の補正予算を可決しました。議案第99号、100号及び101号はそれぞれ委員会
に付託後、即日可決しました。１月13日と15日には15人の議員が一般質問を行いました。最終日には、
各委員会付託の議案等すべてが可決しました。スキー場に関する請願は継続審査とし、さらに調査するこ
ととしました。また、追加議案の副市長の選任について同意しました。

第4回臨時会・定例会報告第4回臨時会・定例会報告

第4回定例会補正予算第4回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

354億9,920万円

補正額

10億7,610万円

補正前の額

一般会計（第６号） 344億2,310万円

収益的収入 9億6,220万円20万円病院事業会計
（第１号）

9億6,200万円

歳入：新型コロナウイルス感染症対策事業に係る国・県支出
金の追加又は減額、ふるさと寄附金及びふるさと結基金繰入
金等の追加、財政調整基金繰入金の調整など
歳出：給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整、ふる
さと寄附金の増加に伴う関係経費の追加、新型コロナウイル
ス感染症対策関係経費の追加など

8億7,040万円1,140万円
後期高齢者医療特別会計
（第１号）

8億5,900万円

歳入：前年度決算に伴う療養給付費負担金の精算や前年度繰
越金の追加、一般会計繰入金の減額など
歳出：給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整、前年
度保険料負担金の精算などに伴う広域連合への納付金の追
加など

31億4,080万円1,480万円
国民健康保険特別会計
（第１号）

31億2,600万円
歳入：前年度決算に伴う繰越金の追加など
歳出：前年度保険給付費負担金の精算などに伴う県への償還
金の追加など

53億80万円120万円
介護保険特別会計
（第２号）

52億9,960万円
歳入：歳入歳出予算に関連する国の補助金の追加など
歳出：人事異動に伴う職員給与費の減額、制度改正に伴うシ
ステム改修経費の追加など

給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整
収益的支出 9億1,720万円20万円9億1,700万円

収益的支出 14億5,350万円△1,050万円ガス事業会計
（第２号）

14億6,400万円
給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整

資本的支出 1億6,740万円△160万円1億6,900万円

収益的支出 9億750万円△550万円水道事業会計
（第３号）

9億1,300万円
給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整

資本的支出 6億8,910万円150万円6億8,760万円

収益的支出 23億5,880万円△420万円下水道事業会計
（第２号）

23億6,300万円
給与改定、人事異動などに伴う職員給与費の調整

資本的支出 15億5,570万円△30万円15億5,600万円

（租税特別措置法の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

（地方税法施行令の改正に伴い、所要の改正を行うもの）

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　日頃より、市民の皆様方から、市議会にお寄せいただきますご支援・ご協力に対し厚く
お礼申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が短期間に世界中に蔓延し、本年１月12日現在の累
計感染者が全世界で８,971万人、日本で30万人、死亡者数が全世界で197万人、日本で４

千人と猛威を振るっており、いまだに終息の見通しがつかない状況です。魚沼市議会といたしましても、万全
の対策の下、市民の安心安全のために努めて参りたいと思います。
　さて、世界の政治面ではアメリカ合衆国大統領選が行われ、共和党のトランプ大統領から民主党のバイデン
大統領へ政権が代わることとなりました。これまでのトランプ政権での自国主義から方針転換し、全世界に有
効なリーダーシップを望むものです。
　国内では７年を超え、長期にわたり政権を担っていた安倍首相から新しく菅首相が誕生しました。また、世
界中の人々が期待を寄せていた東京オリンピックの開催も新型コロナウイルス感染症拡大のため、本年に延期
となるなど政財界に大きな影響を与える出来事が数多くありました。
　今年の干支は「丑（うし）」であります。牛は、勤勉によく働く姿が「誠実さ」を象徴し、また「紐」とい
う漢字に「丑」の字が使われており、「結ぶ」や「つかむ」などの意味を込めたとも考えられています。
　昨年は、魚沼市も新庁舎開庁、内田新市長の誕生と歴史に残る変化の年でした。新しい年は、「丑」に象徴
されるように着実に絆を大切にしながら困難に立ち向かっていく年としたいと思っております。
　また、６月には市議会議員の改選があります。定員も２名減の18名となり、新しい顔ぶれで７月から議会活
動を行うこととなります。
　本年も魚沼市議会をどうぞよろしくお願い申し上げます。

◎

　１月 19 日に行われた「第４回定例会」において、議会の同意を得て、副市長に櫻井
雅人氏が選任されました。任期は２月１日から４年間です。

昭和57年３月…法政大学卒業

昭和57年４月…湯之谷村役場入職

平成25年４月…魚沼市役所 総務管理室長

平成27年４月…魚沼市役所 議会事務局次長

平成28年４月…魚沼市役所 議会事務局長

令和２年３月…退職

令和２年４月…堀之内なかよし保育園長

経　歴経　歴

同意第 21 号 副市長の選任に同意しました副市長の選任に同意しました副市長の選任に同意しました



45 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　観
光
課
が
主
体
的
に
担
う
べ
き
領

域
と
観
光
協
会
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　行
政
が
主
体
的
に
担
う
べ
き
領
域

は
、
市
が
推
進
す
る
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
「
素
の
チ
カ
ラ
、
魚
沼
。」
の
ブ
ラ
ン

ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
市
外
へ
の
観

光
Ｐ
Ｒ
や
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
市
内
の

観
光
事
業
者
や
観
光
団
体
に
浸
透
さ
せ
、

組
織
的
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
仕
組
み

づ
く
り
を
実
行
で
き
る
体
制
整
備
を
行
う

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
観
光
協
会
は
、

市
外
か
ら
の
外
貨
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
や
営
業
活
動
に
重
点
を
置
き
、
協
会

員
の
具
体
的
な
収
益
向
上
に
つ
な
が
る
役

割
を
担
い
、
行
政
は
そ
れ
ら
の
活
動
を
下

支
え
す
る
も
の
と
考
え
る
。
互
い
に
連
携

し
、
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　薬
師
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
施
設
整

備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
の
と
こ
ろ
施
設
の
整
備
は
考

え
て
い
な
い
。

心
の
豊
か
さ
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て

　
　
　「ス
キ
ー
場
の
適
正
な
管
理
と
充

実
」
に
向
け
た
現
段
階
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ

る
の
か
。

　
　
　持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
に
向

け
た
行
政
の
関
わ
り
方
を
再
検
討
す
る
と

共
に
、
引
き
続
き
運
営
事
業
者
と
存
続
に

向
け
た
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
で
、
緊
急
時
に

学
校
内
に
あ
る
A
E
D
を
使
え
る
よ
う
に

徹
底
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　各
学
校
と
協
議
し
た
う
え
で
、
学

校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

答答答

問問

問問

答

　
　
　１

　北
部
地
区
は
高
齢
者
が
多
く

免
許
返
納
者
も
多
く
出
て
く
る
こ
と
か
ら

買
い
物
難
民
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
高

齢
者
の
移
動
手
段
に
対
し
て
の
考
え
は
あ

る
か
。

２

　克
雪
の
面
か
ら
、
高
齢
者
に
対
す
る

手
厚
い
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　１

　乗
合
タ
ク
シ
ー
や
入
広
瀬
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、
移
動

手
段
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
魚

沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
中
で
、
北

部
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
公
共
交
通
の
確

保
・
維
持
に
つ
い
て
位
置
付
け
る
と
共
に
、

高
齢
者
の
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
と
し

て
、
利
便
性
を
確
保
し
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
公
共
交
通
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

２

　軽
度
生
活
支
援
事
業
の
制
度
の
中
で

除
雪
援
助
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
屋
根
融

雪
や
玄
関
先
の
融
雪
装
置
の
経
費
の
助
成

も
行
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
情
報
発
信
方
法
に
つ
い
て

　
　
　防
災
無
線
が
聞
こ
え
ず
大
事
な
情

報
が
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
声
が

多
い
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
市
長
の
考
え

を
問
う
。

　
　
　防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い

地
域
の
要
望
等
に
基
づ
い
て
現
地
調
査
を

行
い
、
子
局
増
設
の
調
整
を
行
っ
て
い
る

が
、
予
算
等
の
関
係
も
あ
り
、
全
地
域
の

整
備
に
は
時
間
が
か
か
る
。
今
後
、
新
し

い
媒
体
に
よ
る
情
報
発
信
手
段
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　
　
　情
報
発
信
手
段
と
し
て
、「
グ
ル

ー
プ
エ
ア
ー
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。
ガ
ラ
ケ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、Ｐ
Ｃ
に
対
応
し
、

防
災
情
報
、
避
難
所
情
報
、
不
審
者
情
報

や
熊
の
出
没
場
所
を
地
図
に
表
示
す
る
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
様
々
な
情
報
を
発

信
で
き
る
ほ
か
、
防
災
無
線
の
音
声
に
よ

る
情
報
配
信
が
特
徴
的
で
、
操
作
不
要
で

自
動
で
防
災
無
線
が
流
れ
る
仕
組
み
だ
が

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問

答

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙結果選挙管理委員会委員及び補充員の選挙結果選挙管理委員会委員及び補充員の選挙結果
全員賛成で可決されました全員賛成で可決されました

　任期満了に伴う次期選挙管理委員及び
補充員について、議長の指名推薦により
選挙を行い、当選人をつぎのとおり決定
いたしました。
※選挙管理委員が万が一欠けた場合に備えて、
　補充員が４人選挙されています。選挙管理委
　員の任期は、４年とされています。

魚沼市選挙管理委員会委員

氏　名

田中敬一郎

貝瀬　直子

大塚　宏子

渡辺　満行

魚沼市大石

魚沼市小出島

魚沼市須原

魚沼市大沢

1位

2位

3位

4位

山田　弘行

渡辺あや子

浅井　正浩

貝沼　純子

魚沼市小平尾

魚沼市中原

魚沼市大栃山

魚沼市堀之内

住　所 順位 氏　名 住　所

魚沼市選挙管理委員会委員補充員 

地
域
経
済
活
性
化
と
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

星　　直樹

北
部
地
区
の
高
齢
者
移
動

手
段
に
つ
い
て

浅井　宏昭

「コーヒーひとつお願いします」
オーダーをしっかりと伝えます

「お待たせいたしました！」
丁寧な応対をしていただきました

「こちらがおすすめ商品です」
売り込み上手な生徒さんたち(^^♪

議会TOPICS議会 TOPICS

心温まるひとときを心温まるひとときを心温まるひとときを
「なごみ CAFE」 オープン！「なごみ CAFE」 オープン！

発議第５号

「防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進」を求める意見書「防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進」を求める意見書「防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進」を求める意見書

　激甚化する自然災害に備えた事前防災を加速するため、「防災・減災、国土強靭化のための３カ年緊急
対策」に続き、インフラ施設老朽化対策等の対象事業の拡大を図るとともに、事業期間の中長期的かつ
明確な見通しのもと、別枠による必要な予算・財源を確保するよう、意見書を関係機関に提出しました。

発議とは…　議員が議案を提出すること。市長が提出する議案と同様に、議会で審議をして採決します。

　１月15日、市議会定例会の休憩時間を利用し
て、小出特別支援学校高等部の生徒さんによる『な
ごみカフェ』と『クラフトショップHAPPY』
を本庁舎でオープンしていただきました。
　コロナ禍のため、例年カフェを開設していたイ
ベントの中止が相次ぎ、今回が今年度初の実施と
なりました。スタート時は緊張気味の皆さんでし
たが、徐々に笑顔が出てきて、練習を重ねてきた
日頃の成果を発揮！ お揃いのキャスケットにエ
プロン姿が格好良く決まっていました。

　背筋をピンと伸ばし「お砂糖とクリームはお使
いですか？」一人ひとりに丁寧な対応をしていた
だき、文字どおり、訪れた人たちがホッと一息つ
ける“なごみの時間”を提供していただきました。
　当日は、作業製品の販売会も開催。さをり織の
カバンや廃油処理に便利な油吸い取りパックなど
が大好評でした。
　生徒の皆さん、心温まる素敵な時間をありがと
うございました。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　観
光
課
が
主
体
的
に
担
う
べ
き
領

域
と
観
光
協
会
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　行
政
が
主
体
的
に
担
う
べ
き
領
域

は
、
市
が
推
進
す
る
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
「
素
の
チ
カ
ラ
、
魚
沼
。」
の
ブ
ラ
ン

ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
市
外
へ
の
観

光
Ｐ
Ｒ
や
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
市
内
の

観
光
事
業
者
や
観
光
団
体
に
浸
透
さ
せ
、

組
織
的
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
仕
組
み

づ
く
り
を
実
行
で
き
る
体
制
整
備
を
行
う

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
観
光
協
会
は
、

市
外
か
ら
の
外
貨
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
や
営
業
活
動
に
重
点
を
置
き
、
協
会

員
の
具
体
的
な
収
益
向
上
に
つ
な
が
る
役

割
を
担
い
、
行
政
は
そ
れ
ら
の
活
動
を
下

支
え
す
る
も
の
と
考
え
る
。
互
い
に
連
携

し
、
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　薬
師
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
施
設
整

備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
の
と
こ
ろ
施
設
の
整
備
は
考

え
て
い
な
い
。

心
の
豊
か
さ
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て

　
　
　「ス
キ
ー
場
の
適
正
な
管
理
と
充

実
」
に
向
け
た
現
段
階
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ

る
の
か
。

　
　
　持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
に
向

け
た
行
政
の
関
わ
り
方
を
再
検
討
す
る
と

共
に
、
引
き
続
き
運
営
事
業
者
と
存
続
に

向
け
た
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
で
、
緊
急
時
に

学
校
内
に
あ
る
A
E
D
を
使
え
る
よ
う
に

徹
底
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　各
学
校
と
協
議
し
た
う
え
で
、
学

校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

答答答

問問

問問

答

　
　
　１

　北
部
地
区
は
高
齢
者
が
多
く

免
許
返
納
者
も
多
く
出
て
く
る
こ
と
か
ら

買
い
物
難
民
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
高

齢
者
の
移
動
手
段
に
対
し
て
の
考
え
は
あ

る
か
。

２

　克
雪
の
面
か
ら
、
高
齢
者
に
対
す
る

手
厚
い
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　１

　乗
合
タ
ク
シ
ー
や
入
広
瀬
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、
移
動

手
段
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
魚

沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
中
で
、
北

部
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
公
共
交
通
の
確

保
・
維
持
に
つ
い
て
位
置
付
け
る
と
共
に
、

高
齢
者
の
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
と
し

て
、
利
便
性
を
確
保
し
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
公
共
交
通
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

２

　軽
度
生
活
支
援
事
業
の
制
度
の
中
で

除
雪
援
助
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
屋
根
融

雪
や
玄
関
先
の
融
雪
装
置
の
経
費
の
助
成

も
行
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
情
報
発
信
方
法
に
つ
い
て

　
　
　防
災
無
線
が
聞
こ
え
ず
大
事
な
情

報
が
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
声
が

多
い
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
市
長
の
考
え

を
問
う
。

　
　
　防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い

地
域
の
要
望
等
に
基
づ
い
て
現
地
調
査
を

行
い
、
子
局
増
設
の
調
整
を
行
っ
て
い
る

が
、
予
算
等
の
関
係
も
あ
り
、
全
地
域
の

整
備
に
は
時
間
が
か
か
る
。
今
後
、
新
し

い
媒
体
に
よ
る
情
報
発
信
手
段
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　
　
　情
報
発
信
手
段
と
し
て
、「
グ
ル

ー
プ
エ
ア
ー
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。
ガ
ラ
ケ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、Ｐ
Ｃ
に
対
応
し
、

防
災
情
報
、
避
難
所
情
報
、
不
審
者
情
報

や
熊
の
出
没
場
所
を
地
図
に
表
示
す
る
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
様
々
な
情
報
を
発

信
で
き
る
ほ
か
、
防
災
無
線
の
音
声
に
よ

る
情
報
配
信
が
特
徴
的
で
、
操
作
不
要
で

自
動
で
防
災
無
線
が
流
れ
る
仕
組
み
だ
が

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問

答

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙結果選挙管理委員会委員及び補充員の選挙結果選挙管理委員会委員及び補充員の選挙結果
全員賛成で可決されました全員賛成で可決されました

　任期満了に伴う次期選挙管理委員及び
補充員について、議長の指名推薦により
選挙を行い、当選人をつぎのとおり決定
いたしました。
※選挙管理委員が万が一欠けた場合に備えて、
　補充員が４人選挙されています。選挙管理委
　員の任期は、４年とされています。

魚沼市選挙管理委員会委員

氏　名

田中敬一郎

貝瀬　直子

大塚　宏子

渡辺　満行

魚沼市大石

魚沼市小出島

魚沼市須原

魚沼市大沢

1位

2位

3位

4位

山田　弘行

渡辺あや子

浅井　正浩

貝沼　純子

魚沼市小平尾

魚沼市中原

魚沼市大栃山

魚沼市堀之内

住　所 順位 氏　名 住　所

魚沼市選挙管理委員会委員補充員 

地
域
経
済
活
性
化
と
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

星　　直樹

北
部
地
区
の
高
齢
者
移
動

手
段
に
つ
い
て

浅井　宏昭

「コーヒーひとつお願いします」
オーダーをしっかりと伝えます

「お待たせいたしました！」
丁寧な応対をしていただきました

「こちらがおすすめ商品です」
売り込み上手な生徒さんたち(^^♪

議会TOPICS議会 TOPICS

心温まるひとときを心温まるひとときを心温まるひとときを
「なごみ CAFE」 オープン！「なごみ CAFE」 オープン！

発議第５号

「防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進」を求める意見書「防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進」を求める意見書「防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進」を求める意見書

　激甚化する自然災害に備えた事前防災を加速するため、「防災・減災、国土強靭化のための３カ年緊急
対策」に続き、インフラ施設老朽化対策等の対象事業の拡大を図るとともに、事業期間の中長期的かつ
明確な見通しのもと、別枠による必要な予算・財源を確保するよう、意見書を関係機関に提出しました。

発議とは…　議員が議案を提出すること。市長が提出する議案と同様に、議会で審議をして採決します。

　１月15日、市議会定例会の休憩時間を利用し
て、小出特別支援学校高等部の生徒さんによる『な
ごみカフェ』と『クラフトショップHAPPY』
を本庁舎でオープンしていただきました。
　コロナ禍のため、例年カフェを開設していたイ
ベントの中止が相次ぎ、今回が今年度初の実施と
なりました。スタート時は緊張気味の皆さんでし
たが、徐々に笑顔が出てきて、練習を重ねてきた
日頃の成果を発揮！ お揃いのキャスケットにエ
プロン姿が格好良く決まっていました。

　背筋をピンと伸ばし「お砂糖とクリームはお使
いですか？」一人ひとりに丁寧な対応をしていた
だき、文字どおり、訪れた人たちがホッと一息つ
ける“なごみの時間”を提供していただきました。
　当日は、作業製品の販売会も開催。さをり織の
カバンや廃油処理に便利な油吸い取りパックなど
が大好評でした。
　生徒の皆さん、心温まる素敵な時間をありがと
うございました。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

市
長
の
市
政
運
営
方
針
を

問
う

関矢　孝夫

　
　
　平
成
30
年
第
２
回
及
び
第
４
回
定

例
会
の
一
般
質
問
で
、
福
井
県
大
野
市
で

行
わ
れ
て
い
る
芝
桜
事
業
に
つ
い
て
提
案

し
た
。
前
市
長
は
「
今
後
検
討
し
た
い
」

と
答
弁
し
な
が
ら
、
予
算
計
上
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
で
あ
る
。
新
市
長
は
こ
の
事
業

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　畦
畔
等
法
面
の
適
正
管
理
、
労
力

軽
減
の
た
め
本
事
業
は
有
効
な
取
組
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　１

　当
市
の
監
査
制
度
は
十
分
に

機
能
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。

２

　現
在
の
監
査
委
員
は
市
民
の
負
託
に

応
え
る
よ
う
な
適
正
な
監
査
を
し
て
い
な

い
と
考
え
る
が
、
辞
職
し
な
け
れ
ば
、
罷

免
の
手
続
き
を
と
る
か
。

　
　
　２
問
ま
と
め
て
の
答
弁
と
な
る

が
、
就
任
間
も
な
い
の
で
、
今
ま
で
の
経

過
等
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　外
部
監
査
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　外
部
監
査
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　公
民
館
や
避
難
所
の
非
常
用
電
源

に
つ
い
て
、
新
庁
舎
で
も
採
用
し
た
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を
使
っ
た
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　災
害
時
の
停
電
リ
ス
ク
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
も
有
効
な
電
源
供
給

方
法
と
考
え
る
が
、
導
入
費
用
も
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
等
を
含
め

て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　
　斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
（
滞
納

繰
越
分
」
に
つ
い
て
、
来
年
度
予
算
に
お

い
て
ど
う
す
る
考
え
か
。

　
　
　現
在
予
算
編
成
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
把
握
し
た
う
え
で
検
討
す
る
。

　
　
　無
償
譲
渡
さ
れ
た
物
品
に
つ
い
て

ど
う
す
る
考
え
か
。

　
　
　細
野
自
治
区
に
無
償
譲
渡
し
た
除

雪
車
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
か
ら
の
申
出

に
よ
り
、
返
却
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
の
自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
た
物
品

は
、
一
旦
返
却
し
て
も
ら
う
こ
と
も
含
め

検
討
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
庁
舎
前
道
路
の
改
良
﹂

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答答答

問問問問

問問

答答答

　
　
　相
談
員
は
総
務
人
事
課
の
課
長
・

係
長
で
あ
る
が
、
十
分
な
研
修
を
受
け
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
し
て
い
る
か
。

　
　
　苦
情
相
談
や
事
案
等
が
発
生
し
た

場
合
は
、
事
前
の
研
修
等
を
し
た
う
え
で

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
、
相

談
員
の
増
員
や
見
直
し
等
も
含
め
、
よ
り

相
談
体
制
を
強
化
し
、
被
害
者
へ
の
適
正

な
配
慮
や
事
実
関
係
の
確
認
等
に
よ
っ
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
努
め
る
。

　
　
　所
属
長
を
含
め
行
政
組
織
全
体
が

日
々
の
業
務
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
思

い
、
職
員
に
負
担
を
強
い
る
〝
見
え
な
い

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〞
を
見
逃
し
て
は

い
け
な
い
。
過
度
な
業
務
要
求
、
過
度
な

訓
練
な
ど
、
常
識
的
に
考
え
ら
れ
な
い
職

場
環
境
は
な
い
か
。
ま
た
、
第
三
者
の
視

点
も
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　毎
年
、
全
職
員
を
対
象
に
調
査
を

実
施
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
把
握
及

び
防
止
対
策
に
努
め
て
い
る
。
第
三
者
の

視
点
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

専
門
機
関
へ
の
相
談
は
し
て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

学
校
給
食
は
公
が
責
任
を
持
っ
て

　
　
　学
校
給
食
は
公
会
計
に
組
み
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
先
生
方
の
負
担
も
減
る

こ
と
か
ら
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
給
食
費
の

無
償
化
も
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　市
で
は
平
成
16
年
度
に
給
食
費
の

公
会
計
化
を
実
施
済
み
で
あ
り
、
給
食
費

は
市
の
会
計
に
組
み
入
れ
、
滞
納
が
生
じ

た
場
合
は
市
で
徴
収
し
て
い
る
。

　無
償
化
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
、
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず

は
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
検
討
し
た
い
。

答

問問

問

答答

市
長
選
で
行
っ
た
公
約
の
中
で
、
つ
ぎ
の

項
目
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
を
問
う
。

　
　
　「教
育
や
医
療
等
の
助
成
の
拡
充

を
行
う
」
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　教
育
に
つ
い
て
は
、
人
的
配
置
の

拡
充
な
ど
、
学
校
現
場
の
要
望
を
取
り
入

れ
て
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。
医
療

に
つ
い
て
は
、
新
生
児
の
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
費
用
等
の
助
成
や
、
養
育
支

援
家
庭
へ
の
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
助
成
な
ど
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　「学
校
給
食
費
の
軽
減
や
徴
収
の

在
り
方
を
見
直
す
」
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　食
育
や
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、

地
元
食
材
の
活
用
や
地
元
業
者
か
ら
の
調

達
を
進
め
な
が
ら
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
る
。

　
　
　街
頭
演
説
で
給
食
費
の
無
償
化
を

訴
え
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
無
償
化

に
向
け
た
計
画
を
進
め
る
の
か
。

　
　
　で
き
れ
ば
無
償
化
し
た
い
と
い
う

話
を
し
た
こ
と
は
記
憶
し
て
い
る
。
無
償

化
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　「建
設
事
業
者
や
除
雪
事
業
者
の

人
材
育
成
と
後
継
者
確
保
の
た
め
に
必
要

な
支
援
を
行
う
」
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　人
材
育
成
と
後
継
者
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
事
業
者
の
継
続
的
か
つ
安
定

的
な
経
営
基
盤
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

毎
年
継
続
し
た
事
業
量
が
見
込
め
る
よ

う
、
予
算
確
保
に
努
め
る
。

　
　
　こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
入
札
制

度
の
中
で
、
市
内
で
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
は
市
内
業
者
で
行
っ
て
き
た
が
、
今
後

も
継
続
す
る
の
か
。

　
　
　基
本
的
に
は
そ
の
よ
う
な
考
え
で

あ
る
。

　
　
　「福
祉
・
介
護
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
待
遇
改
善
を
図
り
、
人
材
を
確
保
し

た
う
え
で
受
入
施
設
の
増
設
を
図
る
」
こ

と
に
つ
い
て
。

　
　
　福
祉
・
介
護
現
場
に
つ
い
て
は
、

働
く
方
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
社
会
福
祉

法
人
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
い
な
が

ら
、待
遇
改
善
に
つ
い
て
働
き
掛
け
て
い
く
。

　
　
　国
が
行
っ
て
い
る
処
遇
改
善
に
上

乗
せ
し
た
よ
う
な
、
市
独
自
の
処
遇
改
善

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　今
現
在
、
市
独
自
の
処
遇
改
善
は

考
え
て
い
な
い
が
、
事
業
者
と
意
見
交
換

を
今
後
進
め
た
中
で
検
討
し
て
い
く
。

答答答答

問問問 問

問問問

答答答

　
　
　魚
沼
市
は
合
併
後
16
年
で
、
人
口

が
9
，
2
4
8
人
減
少
し
、
高
齢
化
率
は

10
・
３
％
上
昇
し
37
％
と
な
っ
た
。
少
子

高
齢
化
の
傾
向
は
さ
ら
に
続
く
と
厚
労
白

書
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
下
の
対
策
は
、
元
気
老
人
を
増

や
す
こ
と
で
、
医
療
費
を
抑
え
、「
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
」を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

　市
長
は
就
任
の
挨
拶
の
中
で
「
で
き
な

い
理
由
で
な
く
、
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き

る
か
を
考
え
て
欲
し
い
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　元
気
老
人
の
働
く
場
を
増
や
す
た
め
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
機
能
整
備
と

さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　今
後
も
就
業
を
通
じ
て
健
康
維

持
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
面
で
運
営

を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
推
奨
・
ヤ
ッ
コ

ム
等
の
運
動
施
設
の
利
用
促
進
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　健
康
増
進
や
介
護
予
防
等
の
観
点

か
ら
、
既
存
体
育
施
設
や
自
然
を
生
か
し

た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
た
い
。

　
　
　ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設
の
設
置
要
望
に

つ
い
て
、
4
，
6
0
7
名
の
署
名
が
市
に

提
出
さ
れ
４
年
が
経
過
す
る
。
設
置
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　ボ
ウ
リ
ン
グ
関
係
者
と
井
口
新

田
・
大
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
話

し
合
い
の
場
で
、
湯
之
谷
小
第
２
体
育
館

へ
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設
を
設
置
し
な
い
と

い
う
話
に
な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　県
の
調
査
に
よ
る
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
、
２
３
８
名
い

る
。
介
護
人
材
や
施
設
運
営
を
地
元
だ
け

に
頼
ら
ず
、
柔
軟
な
対
策
を
求
め
た
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ま
ず
は
市
内
の
関
係
法
人
と
施
設

整
備
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
事
業
主
体
を
地
元
以
外
に
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
考

え
て
い
る
。

答答

問問

問問

答答

魚
沼
市
の
高
齢
者
対
策
に

つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

実
態
に
つ
い
て

本田　　篤

大桃　　聰

芝
桜
事
業
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

市
長
の
市
政
運
営
方
針
を

問
う

関矢　孝夫

　
　
　平
成
30
年
第
２
回
及
び
第
４
回
定

例
会
の
一
般
質
問
で
、
福
井
県
大
野
市
で

行
わ
れ
て
い
る
芝
桜
事
業
に
つ
い
て
提
案

し
た
。
前
市
長
は
「
今
後
検
討
し
た
い
」

と
答
弁
し
な
が
ら
、
予
算
計
上
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
で
あ
る
。
新
市
長
は
こ
の
事
業

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　畦
畔
等
法
面
の
適
正
管
理
、
労
力

軽
減
の
た
め
本
事
業
は
有
効
な
取
組
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　１

　当
市
の
監
査
制
度
は
十
分
に

機
能
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。

２

　現
在
の
監
査
委
員
は
市
民
の
負
託
に

応
え
る
よ
う
な
適
正
な
監
査
を
し
て
い
な

い
と
考
え
る
が
、
辞
職
し
な
け
れ
ば
、
罷

免
の
手
続
き
を
と
る
か
。

　
　
　２
問
ま
と
め
て
の
答
弁
と
な
る

が
、
就
任
間
も
な
い
の
で
、
今
ま
で
の
経

過
等
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　外
部
監
査
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　外
部
監
査
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　公
民
館
や
避
難
所
の
非
常
用
電
源

に
つ
い
て
、
新
庁
舎
で
も
採
用
し
た
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を
使
っ
た
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　災
害
時
の
停
電
リ
ス
ク
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
も
有
効
な
電
源
供
給

方
法
と
考
え
る
が
、
導
入
費
用
も
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
等
を
含
め

て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　
　斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
（
滞
納

繰
越
分
」
に
つ
い
て
、
来
年
度
予
算
に
お

い
て
ど
う
す
る
考
え
か
。

　
　
　現
在
予
算
編
成
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
把
握
し
た
う
え
で
検
討
す
る
。

　
　
　無
償
譲
渡
さ
れ
た
物
品
に
つ
い
て

ど
う
す
る
考
え
か
。

　
　
　細
野
自
治
区
に
無
償
譲
渡
し
た
除

雪
車
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
か
ら
の
申
出

に
よ
り
、
返
却
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
の
自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
た
物
品

は
、
一
旦
返
却
し
て
も
ら
う
こ
と
も
含
め

検
討
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
庁
舎
前
道
路
の
改
良
﹂

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答答答

問問問問

問問

答答答

　
　
　相
談
員
は
総
務
人
事
課
の
課
長
・

係
長
で
あ
る
が
、
十
分
な
研
修
を
受
け
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
し
て
い
る
か
。

　
　
　苦
情
相
談
や
事
案
等
が
発
生
し
た

場
合
は
、
事
前
の
研
修
等
を
し
た
う
え
で

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
、
相

談
員
の
増
員
や
見
直
し
等
も
含
め
、
よ
り

相
談
体
制
を
強
化
し
、
被
害
者
へ
の
適
正

な
配
慮
や
事
実
関
係
の
確
認
等
に
よ
っ
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
努
め
る
。

　
　
　所
属
長
を
含
め
行
政
組
織
全
体
が

日
々
の
業
務
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
思

い
、
職
員
に
負
担
を
強
い
る
〝
見
え
な
い

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〞
を
見
逃
し
て
は

い
け
な
い
。
過
度
な
業
務
要
求
、
過
度
な

訓
練
な
ど
、
常
識
的
に
考
え
ら
れ
な
い
職

場
環
境
は
な
い
か
。
ま
た
、
第
三
者
の
視

点
も
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　毎
年
、
全
職
員
を
対
象
に
調
査
を

実
施
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
把
握
及

び
防
止
対
策
に
努
め
て
い
る
。
第
三
者
の

視
点
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

専
門
機
関
へ
の
相
談
は
し
て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

学
校
給
食
は
公
が
責
任
を
持
っ
て

　
　
　学
校
給
食
は
公
会
計
に
組
み
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
先
生
方
の
負
担
も
減
る

こ
と
か
ら
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
給
食
費
の

無
償
化
も
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　市
で
は
平
成
16
年
度
に
給
食
費
の

公
会
計
化
を
実
施
済
み
で
あ
り
、
給
食
費

は
市
の
会
計
に
組
み
入
れ
、
滞
納
が
生
じ

た
場
合
は
市
で
徴
収
し
て
い
る
。

　無
償
化
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
、
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず

は
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
検
討
し
た
い
。

答

問問

問

答答

市
長
選
で
行
っ
た
公
約
の
中
で
、
つ
ぎ
の

項
目
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
を
問
う
。

　
　
　「教
育
や
医
療
等
の
助
成
の
拡
充

を
行
う
」
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　教
育
に
つ
い
て
は
、
人
的
配
置
の

拡
充
な
ど
、
学
校
現
場
の
要
望
を
取
り
入

れ
て
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。
医
療

に
つ
い
て
は
、
新
生
児
の
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
費
用
等
の
助
成
や
、
養
育
支

援
家
庭
へ
の
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
助
成
な
ど
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　「学
校
給
食
費
の
軽
減
や
徴
収
の

在
り
方
を
見
直
す
」
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　食
育
や
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、

地
元
食
材
の
活
用
や
地
元
業
者
か
ら
の
調

達
を
進
め
な
が
ら
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
る
。

　
　
　街
頭
演
説
で
給
食
費
の
無
償
化
を

訴
え
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
無
償
化

に
向
け
た
計
画
を
進
め
る
の
か
。

　
　
　で
き
れ
ば
無
償
化
し
た
い
と
い
う

話
を
し
た
こ
と
は
記
憶
し
て
い
る
。
無
償

化
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　「建
設
事
業
者
や
除
雪
事
業
者
の

人
材
育
成
と
後
継
者
確
保
の
た
め
に
必
要

な
支
援
を
行
う
」
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　人
材
育
成
と
後
継
者
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
事
業
者
の
継
続
的
か
つ
安
定

的
な
経
営
基
盤
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

毎
年
継
続
し
た
事
業
量
が
見
込
め
る
よ

う
、
予
算
確
保
に
努
め
る
。

　
　
　こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
入
札
制

度
の
中
で
、
市
内
で
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
は
市
内
業
者
で
行
っ
て
き
た
が
、
今
後

も
継
続
す
る
の
か
。

　
　
　基
本
的
に
は
そ
の
よ
う
な
考
え
で

あ
る
。

　
　
　「福
祉
・
介
護
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
待
遇
改
善
を
図
り
、
人
材
を
確
保
し

た
う
え
で
受
入
施
設
の
増
設
を
図
る
」
こ

と
に
つ
い
て
。

　
　
　福
祉
・
介
護
現
場
に
つ
い
て
は
、

働
く
方
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
社
会
福
祉

法
人
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
い
な
が

ら
、待
遇
改
善
に
つ
い
て
働
き
掛
け
て
い
く
。

　
　
　国
が
行
っ
て
い
る
処
遇
改
善
に
上

乗
せ
し
た
よ
う
な
、
市
独
自
の
処
遇
改
善

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　今
現
在
、
市
独
自
の
処
遇
改
善
は

考
え
て
い
な
い
が
、
事
業
者
と
意
見
交
換

を
今
後
進
め
た
中
で
検
討
し
て
い
く
。

答答答答

問問問 問

問問問

答答答

　
　
　魚
沼
市
は
合
併
後
16
年
で
、
人
口

が
9
，
2
4
8
人
減
少
し
、
高
齢
化
率
は

10
・
３
％
上
昇
し
37
％
と
な
っ
た
。
少
子

高
齢
化
の
傾
向
は
さ
ら
に
続
く
と
厚
労
白

書
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
下
の
対
策
は
、
元
気
老
人
を
増

や
す
こ
と
で
、
医
療
費
を
抑
え
、「
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
」を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

　市
長
は
就
任
の
挨
拶
の
中
で
「
で
き
な

い
理
由
で
な
く
、
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き

る
か
を
考
え
て
欲
し
い
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　元
気
老
人
の
働
く
場
を
増
や
す
た
め
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
機
能
整
備
と

さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　今
後
も
就
業
を
通
じ
て
健
康
維

持
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
面
で
運
営

を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
推
奨
・
ヤ
ッ
コ

ム
等
の
運
動
施
設
の
利
用
促
進
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　健
康
増
進
や
介
護
予
防
等
の
観
点

か
ら
、
既
存
体
育
施
設
や
自
然
を
生
か
し

た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
た
い
。

　
　
　ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設
の
設
置
要
望
に

つ
い
て
、
4
，
6
0
7
名
の
署
名
が
市
に

提
出
さ
れ
４
年
が
経
過
す
る
。
設
置
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　ボ
ウ
リ
ン
グ
関
係
者
と
井
口
新

田
・
大
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
話

し
合
い
の
場
で
、
湯
之
谷
小
第
２
体
育
館

へ
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設
を
設
置
し
な
い
と

い
う
話
に
な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　県
の
調
査
に
よ
る
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
、
２
３
８
名
い

る
。
介
護
人
材
や
施
設
運
営
を
地
元
だ
け

に
頼
ら
ず
、
柔
軟
な
対
策
を
求
め
た
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ま
ず
は
市
内
の
関
係
法
人
と
施
設

整
備
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
事
業
主
体
を
地
元
以
外
に
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
考

え
て
い
る
。

答答

問問

問問

答答

魚
沼
市
の
高
齢
者
対
策
に

つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

実
態
に
つ
い
て

本田　　篤

大桃　　聰

芝
桜
事
業
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　「労
働
環
境
を
整
え
、
介
護
人
材

さ
え
確
保
で
き
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
は
開
設
で
き
る
」
こ

の
度
の
市
長
選
で
の
街
頭
演
説
で
、
内
田

市
長
が
述
べ
た
こ
の
部
分
に
市
民
は
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。

　旧
堀
之
内
病
院
跡
地
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
堀
之

内
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
堀
之
内

地
域
に
お
け
る
医
療
の
拠
点
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
、
地
域
の
医
療
の
中
心
と
し

て
の
役
割
を
維
持
し
、
医
療
、
介
護
の
拠

点
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
が
適
当

な
の
か
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間

の
中
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　現
段
階
で
は
、
運
営
法
人
も
見
つ

か
っ
て
お
ら
ず
課
題
は
大
き
い
が
、
現
在

の
待
機
者
数
や
今
後
の
高
齢
化
率
の
増
加

に
よ
り
在
宅
介
護
も
難
し
い
状
況
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
粘
り
強
く
対
応
し
て

い
き
た
い
。

医
師
確
保
に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
地
域
は
県
内
で
も
最
も
医
師

が
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
と
り
わ
け
小
児

科
・
産
科
医
の
不
足
が
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
を
奪
っ
て
い
る
。
医
師
確
保
が

最
重
要
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。

医
師
確
保
に
つ
い
て
、
今
後
思
い
切
っ
た

方
策
が
必
要
と
思
う
が
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　市
立
医
療
機
関
の
医
師
確
保
対
策

と
し
て
、
修
学
支
援
金
の
貸
与
制
度
に
よ

り
、
医
師
を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
。支
援
状
況
に
つ
い
て
は
、

既
に
卒
業
し
、
市
立
小
出
病
院
で
勤
務
し

て
い
る
者
が
１
名
、
現
在
就
学
中
の
学
生

が
４
名
お
り
、
将
来
の
医
師
確
保
対
策
と

し
て
有
効
な
対
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　今
後
の
医
師
確
保
に
つ
い
て
新
た

な
方
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　新
年
度
予
算
の
編
成
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
成
人
式
の
対
応
﹂
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答答

問問

問問

答答

　
　
　魚
沼
市
で
も
就
学
前
児
童
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
保
育
所
へ
の
３
歳

未
満
児
の
入
園
児
童
は
増
え
て
い
る
が
、

保
育
士
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

市
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

　
　
　就
学
前
児
童
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
一
方
、
保
育
園
に
お
い
て
は
３
歳
未
満

児
の
入
園
希
望
の
増
加
に
と
も
な
い
入
園

児
童
数
は
微
増
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
全

体
的
に
は
園
児
数
は
定
員
に
達
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
３
歳

未
満
児
や
配
慮
の
必
要
な
児
童
の
増
加
等

に
と
も
な
う
増
員
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

が
、
確
保
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　保
育
は
国
、
自
治
体
の
責
務
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
の
責
務
と
し
て
責
任
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　保
育
士
確
保
難
は
賃
金
が
低
い
こ

と
、
身
分
の
不
安
定
さ
が
要
因
と
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　中
長
期
的
な
定
員
管
理
計
画
に
よ

り
保
育
士
の
正
規
採
用
を
行
う
ほ
か
、
短

期
的
な
保
育
需
要
の
増
に
は
会
計
年
度
任

用
職
員
で
対
応
し
、人
材
確
保
に
取
り
組
む
。

　
　
　保
育
士
の
配
置
基
準
が
、
０
歳
児

３
人
に
職
員
１
名
、
１
、
２
歳
児
６
人
に

職
員
１
名
で
あ
る
。
こ
の
基
準
だ
と
非
常

時
の
避
難
に
対
応
で
き
な
い
。
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　現
在
の
と
こ
ろ
配
置
基
準
自
体
の

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　私
立
保
育
園
、
幼
稚
園
へ
の
市
独

自
の
支
援
策
は
と
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　私
立
幼
稚
園
に
は
運
営
費
補
助
金

を
、
私
立
保
育
園
に
は
障
害
児
対
応
の
た

め
の
加
配
職
員
の
配
置
や
園
児
送
迎
車
両

運
行
事
業
へ
の
補
助
金
を
行
っ
て
い
る
。

原
発
再
稼
働
は
認
め
る
な

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
は
軟
弱
地
盤
、
活

断
層
の
上
に
あ
り
、
中
越
沖
地
震
で
も
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
原
発
で
あ
る
。

再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　再
稼
働
の
是
非
は
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
べ
く
、
安
全
性
の
確
率
を

最
優
先
に
考
え
た
う
え
で
判
断
す
べ
き
と

考
え
る
。
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
等
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
多
方
面
の
意
見
を
聴

い
た
う
え
で
考
え
を
お
示
し
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
小
出
イ
ン
タ
ー
の
名
称

変
更
﹂
に
つ
い
て
質
問
ま
し
た
。

答答答

問問問問

問問

答答答

　
　
　介
護
人
材
の
確
保
策
は
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

市
の
事
業
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

よ
り
予
算
を
投
入
し
て
、
策
を
考
え
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
の
市
の
介
護
人
材
確
保

事
業
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
面
も
あ
ろ
う
か
と

思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
予
算
を
投

入
す
る
こ
と
で
そ
の
問
題
を
解
決
で
き
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
介
護
現

場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　処
遇
改
善
手
当
な
ど
は
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　市
独
自
の
処
遇
改
善
手
当
に
つ
い

て
は
、
ほ
か
の
業
種
で
も
人
材
不
足
は
深

刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
全
体
で
総
合
的

に
判
断
す
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　事
業
所
同
士
が
連
携
し
あ
い
人
材

出
向
・
育
成
・
募
集
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

事
業
所
自
体
も
運
営
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
高
齢
者
福
祉
の

場
合
は
、
こ
れ
ら
を
一
括
で
ま
と
め
る
連

携
推
進
団
体
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
が
積

極
的
に
取
り
組
む
方
策
が
良
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
運
営
理
念
や

考
え
方
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

現
時
点
で
は
連
携
推
進
団
体
の
設
立
は
考

え
て
い
な
い
が
、
人
材
募
集
な
ど
の
活
動

の
支
援
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　
　処
遇
改
善
手
当
の
取
り
組
み
と
し

て
、
市
有
施
設
の
無
料
利
用
券
等
を
介
護

職
や
医
療
従
事
者
に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
検
討
し

た
い
。

答答

問問

問問

答答

　
　
　大
白
川
地
区
の
黒
姫
洞
窟
遺
跡

は
、
平
成
26
年
に
市
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
。
特
に
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
は
、
約
１

万
６
千
年
前
か
ら
の
も
の
で
、
日
本
国
内

で
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
最
古
級
の
資
料

で
あ
る
。

　大
白
川
地
区
の
市
有
空
施
設
を
常
設
展

示
場
と
し
て
整
備
し
、
県
立
エ
コ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
や
浅
草
山
荘
、
破
間
川
ダ
ム
な

ど
と
一
体
で
新
た
な
教
育
資
源
、
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　黒
姫
洞
窟
遺
跡
な
ど
の
埋
蔵
文
化

財
に
限
ら
ず
、
市
の
文
化
財
を
展
示
及
び

紹
介
す
る
文
化
財
展
示
施
設
に
つ
い
て
、

旧
庁
舎
な
ど
の
市
有
の
空
き
施
設
を
活
用

し
、整
備
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　小
学
生
で
も
保
護
者
同
伴
で
現
地

見
学
で
き
る
よ
う
、
登
山
道
整
備
を
求
め

た
い
が
ど
う
か
。
ま
た
、
案
内
看
板
や
遺

跡
保
全
の
対
策
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　黒
姫
洞
窟
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
調

査
完
了
後
に
現
地
で
の
見
学
が
行
え
る
よ

う
考
え
て
い
る
が
、
保
安
林
内
で
も
あ
る

た
め
、
関
係
機
関
と
の
協
議
も
含
め
、
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

寿
和
温
泉
改
修
に
つ
い
て
問
う

　
　
　地
域
の
高
齢
者
か
ら
使
い
や
す
い

施
設
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
て
い

る
。
２
年
前
に
改
修
工
事
を
施
し
た
露
天

風
呂
棟
に
内
湯
を
設
置
し
、
コ
ン
パ
ク
ト

で
経
費
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
地
域
と
の
話
し
合
い
、
今

後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　寿
和
温
泉
は
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
施
設
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
お
り
、
必

要
な
改
修
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
に
と
っ
て
少
し
で
も
良
い
改
修
が

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

答答

問問

問

答

介
護
人
材
確
保
策
に
つ
い
て

志田　　貢

黒
姫
洞
窟
遺
跡
の
活
用
に

つ
い
て
問
う

大平　栄治

堀
之
内
の
介
護
施
設
の
充

実
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

非
正
規
保
育
士
の
賃
金
改

善
を
図
れ

高野甲子雄
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　「労
働
環
境
を
整
え
、
介
護
人
材

さ
え
確
保
で
き
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
は
開
設
で
き
る
」
こ

の
度
の
市
長
選
で
の
街
頭
演
説
で
、
内
田

市
長
が
述
べ
た
こ
の
部
分
に
市
民
は
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。

　旧
堀
之
内
病
院
跡
地
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
堀
之

内
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
堀
之
内

地
域
に
お
け
る
医
療
の
拠
点
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
、
地
域
の
医
療
の
中
心
と
し

て
の
役
割
を
維
持
し
、
医
療
、
介
護
の
拠

点
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
が
適
当

な
の
か
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間

の
中
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　現
段
階
で
は
、
運
営
法
人
も
見
つ

か
っ
て
お
ら
ず
課
題
は
大
き
い
が
、
現
在

の
待
機
者
数
や
今
後
の
高
齢
化
率
の
増
加

に
よ
り
在
宅
介
護
も
難
し
い
状
況
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
粘
り
強
く
対
応
し
て

い
き
た
い
。

医
師
確
保
に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
地
域
は
県
内
で
も
最
も
医
師

が
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
と
り
わ
け
小
児

科
・
産
科
医
の
不
足
が
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
を
奪
っ
て
い
る
。
医
師
確
保
が

最
重
要
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。

医
師
確
保
に
つ
い
て
、
今
後
思
い
切
っ
た

方
策
が
必
要
と
思
う
が
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　市
立
医
療
機
関
の
医
師
確
保
対
策

と
し
て
、
修
学
支
援
金
の
貸
与
制
度
に
よ

り
、
医
師
を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
。支
援
状
況
に
つ
い
て
は
、

既
に
卒
業
し
、
市
立
小
出
病
院
で
勤
務
し

て
い
る
者
が
１
名
、
現
在
就
学
中
の
学
生

が
４
名
お
り
、
将
来
の
医
師
確
保
対
策
と

し
て
有
効
な
対
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　今
後
の
医
師
確
保
に
つ
い
て
新
た

な
方
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　新
年
度
予
算
の
編
成
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
成
人
式
の
対
応
﹂
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答答

問問

問問

答答

　
　
　魚
沼
市
で
も
就
学
前
児
童
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
保
育
所
へ
の
３
歳

未
満
児
の
入
園
児
童
は
増
え
て
い
る
が
、

保
育
士
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

市
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

　
　
　就
学
前
児
童
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
一
方
、
保
育
園
に
お
い
て
は
３
歳
未
満

児
の
入
園
希
望
の
増
加
に
と
も
な
い
入
園

児
童
数
は
微
増
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
全

体
的
に
は
園
児
数
は
定
員
に
達
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
３
歳

未
満
児
や
配
慮
の
必
要
な
児
童
の
増
加
等

に
と
も
な
う
増
員
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

が
、
確
保
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　保
育
は
国
、
自
治
体
の
責
務
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
の
責
務
と
し
て
責
任
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　保
育
士
確
保
難
は
賃
金
が
低
い
こ

と
、
身
分
の
不
安
定
さ
が
要
因
と
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　中
長
期
的
な
定
員
管
理
計
画
に
よ

り
保
育
士
の
正
規
採
用
を
行
う
ほ
か
、
短

期
的
な
保
育
需
要
の
増
に
は
会
計
年
度
任

用
職
員
で
対
応
し
、人
材
確
保
に
取
り
組
む
。

　
　
　保
育
士
の
配
置
基
準
が
、
０
歳
児

３
人
に
職
員
１
名
、
１
、
２
歳
児
６
人
に

職
員
１
名
で
あ
る
。
こ
の
基
準
だ
と
非
常

時
の
避
難
に
対
応
で
き
な
い
。
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　現
在
の
と
こ
ろ
配
置
基
準
自
体
の

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　私
立
保
育
園
、
幼
稚
園
へ
の
市
独

自
の
支
援
策
は
と
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　私
立
幼
稚
園
に
は
運
営
費
補
助
金

を
、
私
立
保
育
園
に
は
障
害
児
対
応
の
た

め
の
加
配
職
員
の
配
置
や
園
児
送
迎
車
両

運
行
事
業
へ
の
補
助
金
を
行
っ
て
い
る
。

原
発
再
稼
働
は
認
め
る
な

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
は
軟
弱
地
盤
、
活

断
層
の
上
に
あ
り
、
中
越
沖
地
震
で
も
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
原
発
で
あ
る
。

再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　再
稼
働
の
是
非
は
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
べ
く
、
安
全
性
の
確
率
を

最
優
先
に
考
え
た
う
え
で
判
断
す
べ
き
と

考
え
る
。
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
等
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
多
方
面
の
意
見
を
聴

い
た
う
え
で
考
え
を
お
示
し
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
小
出
イ
ン
タ
ー
の
名
称

変
更
﹂
に
つ
い
て
質
問
ま
し
た
。

答答答

問問問問

問問

答答答

　
　
　介
護
人
材
の
確
保
策
は
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

市
の
事
業
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

よ
り
予
算
を
投
入
し
て
、
策
を
考
え
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
の
市
の
介
護
人
材
確
保

事
業
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
面
も
あ
ろ
う
か
と

思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
予
算
を
投

入
す
る
こ
と
で
そ
の
問
題
を
解
決
で
き
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
介
護
現

場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　処
遇
改
善
手
当
な
ど
は
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　市
独
自
の
処
遇
改
善
手
当
に
つ
い

て
は
、
ほ
か
の
業
種
で
も
人
材
不
足
は
深

刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
全
体
で
総
合
的

に
判
断
す
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　事
業
所
同
士
が
連
携
し
あ
い
人
材

出
向
・
育
成
・
募
集
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

事
業
所
自
体
も
運
営
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
高
齢
者
福
祉
の

場
合
は
、
こ
れ
ら
を
一
括
で
ま
と
め
る
連

携
推
進
団
体
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
が
積

極
的
に
取
り
組
む
方
策
が
良
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
運
営
理
念
や

考
え
方
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

現
時
点
で
は
連
携
推
進
団
体
の
設
立
は
考

え
て
い
な
い
が
、
人
材
募
集
な
ど
の
活
動

の
支
援
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　
　処
遇
改
善
手
当
の
取
り
組
み
と
し

て
、
市
有
施
設
の
無
料
利
用
券
等
を
介
護

職
や
医
療
従
事
者
に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
検
討
し

た
い
。

答答

問問

問問

答答

　
　
　大
白
川
地
区
の
黒
姫
洞
窟
遺
跡

は
、
平
成
26
年
に
市
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
。
特
に
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
は
、
約
１

万
６
千
年
前
か
ら
の
も
の
で
、
日
本
国
内

で
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
最
古
級
の
資
料

で
あ
る
。

　大
白
川
地
区
の
市
有
空
施
設
を
常
設
展

示
場
と
し
て
整
備
し
、
県
立
エ
コ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
や
浅
草
山
荘
、
破
間
川
ダ
ム
な

ど
と
一
体
で
新
た
な
教
育
資
源
、
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　黒
姫
洞
窟
遺
跡
な
ど
の
埋
蔵
文
化

財
に
限
ら
ず
、
市
の
文
化
財
を
展
示
及
び

紹
介
す
る
文
化
財
展
示
施
設
に
つ
い
て
、

旧
庁
舎
な
ど
の
市
有
の
空
き
施
設
を
活
用

し
、整
備
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　小
学
生
で
も
保
護
者
同
伴
で
現
地

見
学
で
き
る
よ
う
、
登
山
道
整
備
を
求
め

た
い
が
ど
う
か
。
ま
た
、
案
内
看
板
や
遺

跡
保
全
の
対
策
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　黒
姫
洞
窟
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
調

査
完
了
後
に
現
地
で
の
見
学
が
行
え
る
よ

う
考
え
て
い
る
が
、
保
安
林
内
で
も
あ
る

た
め
、
関
係
機
関
と
の
協
議
も
含
め
、
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

寿
和
温
泉
改
修
に
つ
い
て
問
う

　
　
　地
域
の
高
齢
者
か
ら
使
い
や
す
い

施
設
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
て
い

る
。
２
年
前
に
改
修
工
事
を
施
し
た
露
天

風
呂
棟
に
内
湯
を
設
置
し
、
コ
ン
パ
ク
ト

で
経
費
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
地
域
と
の
話
し
合
い
、
今

後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　寿
和
温
泉
は
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
施
設
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
お
り
、
必

要
な
改
修
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
に
と
っ
て
少
し
で
も
良
い
改
修
が

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

答答

問問

問

答

介
護
人
材
確
保
策
に
つ
い
て

志田　　貢

黒
姫
洞
窟
遺
跡
の
活
用
に

つ
い
て
問
う

大平　栄治

堀
之
内
の
介
護
施
設
の
充

実
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

非
正
規
保
育
士
の
賃
金
改

善
を
図
れ

高野甲子雄
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　新
潟
県
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
が
存

在
す
る
。
事
故
を
引
き
起
こ
す
と
、
計
り

知
れ
な
い
災
害
と
な
る
。
柏
崎
刈
羽
原
発

は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
を
大
き
く
超
え
て
放
射
能
汚

染
が
広
が
る
環
境
に
あ
り
、
当
然
、
魚
沼

市
も
放
射
能
汚
染
区
域
だ
。
通
常
の
放
射

線
量
は
１
時
間
当
た
り
０
・
１
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
だ
が
、
そ
の
６
千
倍
も
の
放

射
線
量
に
な
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
ほ
か
の
自
治
体

住
民
を
受
け
入
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
魚
沼
市

民
を
優
先
し
て
避
難
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　原
発
事
故
で
一
番
重
要
な
安
全
に
避
難

で
き
る
避
難
計
画
が
で
き
な
い
限
り
、
再

稼
働
は
認
め
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　本
市
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
で
あ
る
が
、
風

向
き
等
に
よ
り
、Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
へ
の
影
響
が

生
じ
た
場
合
の
対
応
も
含
め
た
安
全
に
避

難
で
き
る
避
難
計
画
の
構
築
に
向
け
、
県

及
び
他
自
治
体
と
調
整
を
進
め
た
い
。
再

稼
働
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
べ
く
、
安
全
に
避
難
で
き
る
体
制

整
備
も
含
め
た
安
全
性
の
確
立
を
最
優
先

に
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
、
多
方
面
の
意
見
を
聴
い
た
う
え
で

お
示
し
し
た
い
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
え
な
い
中
、
農
業
に
も
影
響
が

出
て
い
る
。
今
年
も
農
産
物
の
価
格
が
大

暴
落
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
米
に
限
ら
ず
、
農
産
物
の
価
格
補
償

等
の
支
援
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
農
産
物
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
消
費
行
動
や
販
売
環
境

の
変
化
を
的
確
に
捉
え
た
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

問

問

答

　
　
　「市
民
の
ス
キ
ー
場
を
考
え
る
会
」

が
、
市
に
提
出
し
た
嘆
願
署
名
１
８
，
３

４
４
筆
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。

　
　
　署
名
簿
は
市
内
に
留
ま
ら
ず
、
市

外
、
県
外
の
方
も
含
ま
れ
て
お
り
、
市
内

ス
キ
ー
場
が
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
。
署
名
者
の
想
い
は
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。

　
　
　ス
キ
ー
場
完
全
民
営
化
の
方
針
は

変
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
に
向

け
た
行
政
の
関
わ
り
方
を
検
討
す
る
と
共

に
、
引
き
続
き
運
営
事
業
者
と
存
続
に
向

け
た
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　ス
キ
ー
場
を
含
む
観
光
や
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育
の
面
か
ら
新
た
に
計
画
を
作
る

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　第
２
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
、
産
業
分
野
で
は
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
観
光
振
興

を
、
教
育
・
文
化
分
野
で
は
、
誰
で
も
楽

し
く
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
活
動
の
推
進

を
主
要
な
施
策
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
お

り
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
努
め
た
い
。

　
　
　索
道
施
設
や
圧
雪
車
な
ど
老
朽
化

が
言
わ
れ
て
き
た
。更
新
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　毎
年
、
整
備
点
検
及
び
維
持
修
繕

を
し
て
い
る
が
、
型
式
が
古
く
一
部
調
達

が
容
易
で
な
い
部
品
が
あ
る
た
め
、
運
営

事
業
者
と
検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
　
　昨
年
12
月
、
市
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価
で

き
る
。
今
後
を
考
え
れ
ば
、
検
査
体
制
を

強
化
し
て
検
査
数
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

　ま
た
、
課
題
は
何
か
。

　
　
　検
査
体
制
整
備
の
主
体
で
あ
る
県

の
意
向
を
踏
ま
え
、
感
染
状
況
の
推
移
を

勘
案
し
、
医
師
会
と
医
療
機
関
か
ら
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　魚
沼
地
域
の
医
療
体
制
に
お
い
て
、
通

常
の
診
療
と
検
査
体
制
の
拡
充
の
両
立
が

課
題
と
考
え
る
。

　
　
　中
小
事
業
者
経
営
継
続
支
援
事
業

の
期
間
延
長
と
支
援
の
拡
充
を
考
え
な
い
か
。

　
　
　既
存
制
度
の
拡
充
や
新
た
な
支
援

策
の
実
施
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

答答

問問問

問 問問

答答

答

答

　
　
　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

様
々
な
生
活
上
の
困
り
ご
と
に
対
応
し
て

く
れ
る
総
合
相
談
所
の
よ
う
な
存
在
で
あ

る
。
魚
沼
市
の
広
大
な
面
積
で
、
概
ね
30

分
以
内
で
適
切
な
支
援
を
す
る
た
め
に

は
、
３
カ
所
で
は
な
く
、
５
カ
所
の
支
援

セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
で
の
審
議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
第
８
期
の
計
画
で
も
３
カ
所
の
設
置

と
し
た
い
。

　
　
　第
８
期
で
す
ぐ
に
５
カ
所
は
無
理

で
あ
る
と
思
う
が
、
南
と
西
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
５
カ
所
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　第
８
期
の
中
で
事
業
者
と
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
介
護

保
険
の
適
切
な
運
営
の
た
め
に
介
護
支
援

専
門
員
の
資
質
向
上
の
役
割
も
担
う
が
、

市
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　市
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

が
協
力
し
て
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　２
３
８
人
の
待
機
者
に
対
応
す
る

に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
増
で
は

足
り
な
い
。
第
８
期
で
「
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
」
を
計
画
に
あ
げ
る
こ

と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
住
居
費
が
高

く
入
所
で
き
な
い
低
所
得
者
に
対
し
て
、

住
居
費
の
補
助
制
度
を
提
案
す
る
。

　
　
　現
在
50
床
整
備
も
難
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
規
模
を
増
や
す

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
法
人

と
の
協
議
の
中
で
可
能
性
は
探
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
施
設
の
居
住
費
用
は
先
進

地
の
事
例
を
研
究
す
る
。

　
　
　市
職
員
全
員
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
各
種
計
画
と
一
体
的
に
考
え

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え
方
に
立
っ
て

い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら

う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
　機
会
を
と
ら
え
て
職
員
に
周
知
す

る
方
法
を
検
討
す
る
。

答答

問問問

問 問

答答答

　
　
　市
長
は
財
政
健
全
化
の
た
め
に
、

公
共
施
設
の
整
理
と
再
配
置
に
取
り
組
む

と
の
考
え
を
示
し
た
。
二
市
一
町
で
進
め

て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設
候
補
地
が
未
確

定
の
ま
ま
で
あ
る
。
協
定
を
尊
重
し
な
が

ら
も
１
カ
所
に
拘
ら
ず
２
カ
所
建
設
を
考

え
、
大
型
商
業
施
設
付
近
な
ど
、
当
市
の

中
心
地
で
の
建
設
も
視
野
に
入
れ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　昨
年
２
月
の
建
設
候
補
地
の
白
紙

撤
回
を
受
け
、
現
時
点
で
は
二
市
一
町
の

間
で
建
設
方
法
や
候
補
地
選
定
の
す
り
合

わ
せ
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　施
設
整
備
は
本
市
・
市
民
に
と
っ
て
有

益
と
な
る
方
法
を
も
っ
て
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
ご
提
案
の
内
容
も
含
め
、

集
約
化
な
ど
一
つ
の
方
法
に
こ
だ
わ
ら
ず

柔
軟
に
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　魚
沼
の
自
然
や
食
、
歴
史
文
化
を

生
か
し
た
観
光
振
興
と
友
好
都
市
等
と
の

交
流
人
口
の
拡
大
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

「
食
ま
ち
う
お
ぬ
ま
」、「
素
の
チ
カ
ラ
、

魚
沼
。」
等
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
総

合
的
な
計
画
と
な
る
観
光
振
興
計
画
を
策
定

し
な
い
か
。

　震
災
復
興
基
金
事
業
が
終
わ
り
、
大
人

の
体
験
受
入
事
業
が
な
く
な
る
。
こ
れ
に

代
わ
る
予
算
付
け
か
仕
組
み
を
考
え
な
い
か
。

　
　
　魚
沼
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ
団
体

誘
客
ツ
ア
ー
催
行
な
ど
の
観
光
活
性
化
を

考
え
、
観
光
協
会
と
連
携
し
て
、
継
続
的

な
来
訪
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
外
貨
獲
得
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

は
、
感
染
症
が
落
ち
着
い
た
適
期
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
新
た
な
販
路
開
拓

を
進
め
た
い
。
観
光
振
興
計
画
策
定
は
早

急
に
取
り
組
む
。
震
災
復
興
基
金
事
業
に

代
わ
る
取
組
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　国
・
県
補
助
事
業
等
の
積
極
的
な

導
入
の
考
え
を
示
し
た
。
そ
の
た
め
に
国

の
研
修
機
関
に
職
員
を
派
遣
し
な
い
か
。

ま
た
、
専
門
職
員
の
配
置
は
５
年
以
上
に

し
な
い
か
。

　
　
　専
門
知
識
、
技
術
を
習
得
し
た
職

員
の
育
成
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
職

員
の
適
材
適
所
の
配
置
と
、
よ
り
専
門
性

の
高
い
効
果
的
な
研
修
等
の
実
施
に
努
め

た
い
。
専
門
職
員
の
配
置
は
提
案
の
よ
う

に
検
討
し
た
い
。

答答

問問

問

答

﹁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂

の
５
カ
所
設
置
を

渡辺　一美

新
ご
み
処
理
施
設
の
市
内

候
補
地
の
検
討
を

富永三千敏

原
発
事
故
対
策
に
つ
い
て

問
う

大屋　角政

ス
キ
ー
場
存
続
署
名
の
認

識
を
問
う

大平　恭児

※

１
　
Ｕ
P
Z
︵
緊
急
時
防
護
措
置
準
備

区
域
︶

　
柏
崎
刈
羽
原
発
よ
り
半
径
30
ｋ
ｍ
圏
内

の
自
治
体
。

※

１



1011 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　新
潟
県
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
が
存

在
す
る
。
事
故
を
引
き
起
こ
す
と
、
計
り

知
れ
な
い
災
害
と
な
る
。
柏
崎
刈
羽
原
発

は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
を
大
き
く
超
え
て
放
射
能
汚

染
が
広
が
る
環
境
に
あ
り
、
当
然
、
魚
沼

市
も
放
射
能
汚
染
区
域
だ
。
通
常
の
放
射

線
量
は
１
時
間
当
た
り
０
・
１
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
だ
が
、
そ
の
６
千
倍
も
の
放

射
線
量
に
な
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
ほ
か
の
自
治
体

住
民
を
受
け
入
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
魚
沼
市

民
を
優
先
し
て
避
難
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　原
発
事
故
で
一
番
重
要
な
安
全
に
避
難

で
き
る
避
難
計
画
が
で
き
な
い
限
り
、
再

稼
働
は
認
め
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　本
市
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
で
あ
る
が
、
風

向
き
等
に
よ
り
、Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
へ
の
影
響
が

生
じ
た
場
合
の
対
応
も
含
め
た
安
全
に
避

難
で
き
る
避
難
計
画
の
構
築
に
向
け
、
県

及
び
他
自
治
体
と
調
整
を
進
め
た
い
。
再

稼
働
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
べ
く
、
安
全
に
避
難
で
き
る
体
制

整
備
も
含
め
た
安
全
性
の
確
立
を
最
優
先

に
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
、
多
方
面
の
意
見
を
聴
い
た
う
え
で

お
示
し
し
た
い
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
え
な
い
中
、
農
業
に
も
影
響
が

出
て
い
る
。
今
年
も
農
産
物
の
価
格
が
大

暴
落
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
米
に
限
ら
ず
、
農
産
物
の
価
格
補
償

等
の
支
援
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
農
産
物
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
消
費
行
動
や
販
売
環
境

の
変
化
を
的
確
に
捉
え
た
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

問

問

答

　
　
　「市
民
の
ス
キ
ー
場
を
考
え
る
会
」

が
、
市
に
提
出
し
た
嘆
願
署
名
１
８
，
３

４
４
筆
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。

　
　
　署
名
簿
は
市
内
に
留
ま
ら
ず
、
市

外
、
県
外
の
方
も
含
ま
れ
て
お
り
、
市
内

ス
キ
ー
場
が
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
。
署
名
者
の
想
い
は
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。

　
　
　ス
キ
ー
場
完
全
民
営
化
の
方
針
は

変
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
に
向

け
た
行
政
の
関
わ
り
方
を
検
討
す
る
と
共

に
、
引
き
続
き
運
営
事
業
者
と
存
続
に
向

け
た
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　ス
キ
ー
場
を
含
む
観
光
や
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育
の
面
か
ら
新
た
に
計
画
を
作
る

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　第
２
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
、
産
業
分
野
で
は
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
観
光
振
興

を
、
教
育
・
文
化
分
野
で
は
、
誰
で
も
楽

し
く
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
活
動
の
推
進

を
主
要
な
施
策
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
お

り
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
努
め
た
い
。

　
　
　索
道
施
設
や
圧
雪
車
な
ど
老
朽
化

が
言
わ
れ
て
き
た
。更
新
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　毎
年
、
整
備
点
検
及
び
維
持
修
繕

を
し
て
い
る
が
、
型
式
が
古
く
一
部
調
達

が
容
易
で
な
い
部
品
が
あ
る
た
め
、
運
営

事
業
者
と
検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
　
　昨
年
12
月
、
市
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価
で

き
る
。
今
後
を
考
え
れ
ば
、
検
査
体
制
を

強
化
し
て
検
査
数
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

　ま
た
、
課
題
は
何
か
。

　
　
　検
査
体
制
整
備
の
主
体
で
あ
る
県

の
意
向
を
踏
ま
え
、
感
染
状
況
の
推
移
を

勘
案
し
、
医
師
会
と
医
療
機
関
か
ら
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　魚
沼
地
域
の
医
療
体
制
に
お
い
て
、
通

常
の
診
療
と
検
査
体
制
の
拡
充
の
両
立
が

課
題
と
考
え
る
。

　
　
　中
小
事
業
者
経
営
継
続
支
援
事
業

の
期
間
延
長
と
支
援
の
拡
充
を
考
え
な
い
か
。

　
　
　既
存
制
度
の
拡
充
や
新
た
な
支
援

策
の
実
施
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

答答

問問問

問 問問

答答

答

答

　
　
　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

様
々
な
生
活
上
の
困
り
ご
と
に
対
応
し
て

く
れ
る
総
合
相
談
所
の
よ
う
な
存
在
で
あ

る
。
魚
沼
市
の
広
大
な
面
積
で
、
概
ね
30

分
以
内
で
適
切
な
支
援
を
す
る
た
め
に

は
、
３
カ
所
で
は
な
く
、
５
カ
所
の
支
援

セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
で
の
審
議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
第
８
期
の
計
画
で
も
３
カ
所
の
設
置

と
し
た
い
。

　
　
　第
８
期
で
す
ぐ
に
５
カ
所
は
無
理

で
あ
る
と
思
う
が
、
南
と
西
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
５
カ
所
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　第
８
期
の
中
で
事
業
者
と
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
介
護

保
険
の
適
切
な
運
営
の
た
め
に
介
護
支
援

専
門
員
の
資
質
向
上
の
役
割
も
担
う
が
、

市
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　市
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

が
協
力
し
て
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　２
３
８
人
の
待
機
者
に
対
応
す
る

に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
増
で
は

足
り
な
い
。
第
８
期
で
「
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
」
を
計
画
に
あ
げ
る
こ

と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
住
居
費
が
高

く
入
所
で
き
な
い
低
所
得
者
に
対
し
て
、

住
居
費
の
補
助
制
度
を
提
案
す
る
。

　
　
　現
在
50
床
整
備
も
難
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
規
模
を
増
や
す

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
法
人

と
の
協
議
の
中
で
可
能
性
は
探
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
施
設
の
居
住
費
用
は
先
進

地
の
事
例
を
研
究
す
る
。

　
　
　市
職
員
全
員
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
各
種
計
画
と
一
体
的
に
考
え

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え
方
に
立
っ
て

い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら

う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
　機
会
を
と
ら
え
て
職
員
に
周
知
す

る
方
法
を
検
討
す
る
。

答答

問問問

問 問

答答答

　
　
　市
長
は
財
政
健
全
化
の
た
め
に
、

公
共
施
設
の
整
理
と
再
配
置
に
取
り
組
む

と
の
考
え
を
示
し
た
。
二
市
一
町
で
進
め

て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設
候
補
地
が
未
確

定
の
ま
ま
で
あ
る
。
協
定
を
尊
重
し
な
が

ら
も
１
カ
所
に
拘
ら
ず
２
カ
所
建
設
を
考

え
、
大
型
商
業
施
設
付
近
な
ど
、
当
市
の

中
心
地
で
の
建
設
も
視
野
に
入
れ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　昨
年
２
月
の
建
設
候
補
地
の
白
紙

撤
回
を
受
け
、
現
時
点
で
は
二
市
一
町
の

間
で
建
設
方
法
や
候
補
地
選
定
の
す
り
合

わ
せ
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　施
設
整
備
は
本
市
・
市
民
に
と
っ
て
有

益
と
な
る
方
法
を
も
っ
て
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
ご
提
案
の
内
容
も
含
め
、

集
約
化
な
ど
一
つ
の
方
法
に
こ
だ
わ
ら
ず

柔
軟
に
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　魚
沼
の
自
然
や
食
、
歴
史
文
化
を

生
か
し
た
観
光
振
興
と
友
好
都
市
等
と
の

交
流
人
口
の
拡
大
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

「
食
ま
ち
う
お
ぬ
ま
」、「
素
の
チ
カ
ラ
、

魚
沼
。」
等
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
総

合
的
な
計
画
と
な
る
観
光
振
興
計
画
を
策
定

し
な
い
か
。

　震
災
復
興
基
金
事
業
が
終
わ
り
、
大
人

の
体
験
受
入
事
業
が
な
く
な
る
。
こ
れ
に

代
わ
る
予
算
付
け
か
仕
組
み
を
考
え
な
い
か
。

　
　
　魚
沼
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ
団
体

誘
客
ツ
ア
ー
催
行
な
ど
の
観
光
活
性
化
を

考
え
、
観
光
協
会
と
連
携
し
て
、
継
続
的

な
来
訪
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
外
貨
獲
得
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

は
、
感
染
症
が
落
ち
着
い
た
適
期
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
新
た
な
販
路
開
拓

を
進
め
た
い
。
観
光
振
興
計
画
策
定
は
早

急
に
取
り
組
む
。
震
災
復
興
基
金
事
業
に

代
わ
る
取
組
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　国
・
県
補
助
事
業
等
の
積
極
的
な

導
入
の
考
え
を
示
し
た
。
そ
の
た
め
に
国

の
研
修
機
関
に
職
員
を
派
遣
し
な
い
か
。

ま
た
、
専
門
職
員
の
配
置
は
５
年
以
上
に

し
な
い
か
。

　
　
　専
門
知
識
、
技
術
を
習
得
し
た
職

員
の
育
成
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
職

員
の
適
材
適
所
の
配
置
と
、
よ
り
専
門
性

の
高
い
効
果
的
な
研
修
等
の
実
施
に
努
め

た
い
。
専
門
職
員
の
配
置
は
提
案
の
よ
う

に
検
討
し
た
い
。

答答

問問

問

答

﹁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂

の
５
カ
所
設
置
を

渡辺　一美

新
ご
み
処
理
施
設
の
市
内

候
補
地
の
検
討
を

富永三千敏

原
発
事
故
対
策
に
つ
い
て

問
う

大屋　角政

ス
キ
ー
場
存
続
署
名
の
認

識
を
問
う

大平　恭児

※

１
　
Ｕ
P
Z
︵
緊
急
時
防
護
措
置
準
備

区
域
︶

　
柏
崎
刈
羽
原
発
よ
り
半
径
30
ｋ
ｍ
圏
内

の
自
治
体
。

※

１
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般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
高
齢
者

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て
、
詳
細
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
。
接
種
に
あ
た
っ
て
の
費
用
や

回
数
、
注
意
点
等
を
掲
載
し
、
市
民
に
誤

解
の
な
い
よ
う
に
理
解
を
頂
い
た
う
え

で
、
予
防
接
種
を
受
け
て
貰
い
た
い
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事
の
修
正

や
、
対
象
者
の
う
ち
未
だ
接
種
を
さ
れ
て

い
な
い
方
に
対
し
て
、
再
勧
奨
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
も
分
か
り
や
す
い
表
現
で

の
周
知
に
努
め
る
。

　
　
　ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
年
数
や
接

種
回
数
等
は
お
知
ら
せ
し
な
い
の
か
。

　
　
　効
果
年
数
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

一
概
に
は
言
え
な
い
。
接
種
回
数
等
に
つ

い
て
は
、
逆
に
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
、
周
知
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
。

　
　
　未
接
種
者
に
対
し
て
、
個
別
に
再

勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
　再
勧
奨
に
つ
い
て
は
今
後
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　２
回
目
の
公
費
助
成
を
市
独
自
で

検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　対
象
年
齢
の
方
に
対
す
る
接
種
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
２
回

目
以
降
の
接
種
に
対
す
る
独
自
助
成
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
、
死
亡
率

は
高
く
な
る
。
65
歳
で
の
接
種
は
、
国
の

法
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
個
人
差
は
あ
る

も
の
の
一
度
の
接
種
で
効
果
は
５
年
続
く

と
聞
く
。
２
回
目
は
何
歳
で
受
け
る
べ
き

と
考
え
る
か
。

　
　
　予
防
効
果
は
個
人
差
が
あ
る
。
持

病
等
に
よ
る
影
響
も
あ
る
た
め
、
再
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
と

相
談
し
て
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　病
院
に
よ
り
接
種
費
用
に
差
が
あ

る
こ
と
を
市
民
に
周
知
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　今
後
検
討
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
市
長
選
候
補
予
定
者
の

討
論
会
で
の
市
長
が
市
民
に
示
し
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
地
域
経
済
へ
の
対

策
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答答答

問問問問

問問

答答答

LINEを活用しておさがり交換会
をしています。

　多胎児家庭は社会的に孤立し
がちで、単胎児家庭に比べて虐
待リスクが高いともいわれます。
　多胎児家庭へのサポートが充
実している自治体もありますが、
残念ながら魚沼市はそうでもあ
りません。例えば、他市で行っ
ている「ミルクの訪問配布事業」
などで、月に１回でも家を訪ね
て「大丈夫？」って一言声を掛
けていただけるだけでも、孤立
感はずいぶん和らぎ、ありがた
いのです。
　多胎児育児の大変さはなかな
か理解いただけないこともあり
ます。そこで、サークル内でヒ
アリングした結果を基に、他自
治体で行っている事業も挙げな

V o
聞かせて！あなたの声

さくらんぼ
魚沼ふたごサークル

市 議 会

i c e

×

　多胎児のサークルはこれまで
魚沼市にはありませんでした。
　多胎児の家庭ならではの悩み
を、同じ境遇の仲間と相談し合
える、情報交換できる場があれ
ば、子育てをするうえで安心感
を持てるのではないかと思い、
魚沼市で初めてとなる双子サー
クルを立ち上げました。

　地域で活躍する皆さんと、ざっくば

らんに語り合うコーナーです。

　第４回目は、昨年12月に設立した、

多胎児のサークル「さくらんぼ」代表

の村山麗子さんから活動内容やサーク

ルを発足させた思いを聞かせていただ

きました。

がら「多胎児育児家庭支援に関
する要望書」を作成し、市に提
出しました。
　要望書をきっかけに、多胎児
家庭の問題を認知してもらうこ
とで、子育てしやすい社会にな
ることを期待したいです。

　双子が生まれることが不幸と
は思っていません。しかし多胎
児家庭への支援があるところで
出産すれば助けてもらえて、な
いところでは追い詰められる、
そんな現状があります。地域格
差がなく、多胎児家庭も安心し
て暮らせる魚沼市になるように、
議員の方からも働きかけをして
いただきたいです。

事前の手続は必要ありませんので、ぜひお気軽にお越しください。

■本会議及び特別委員会は、本庁

　舎３階議場、常任委員会は、本

　庁舎３階委員会室で午前10時か

　ら開始します。

■傍聴の際は、議場または委員会

　室入口で傍聴カードをご記入の

　うえ、傍聴席へお入りください。

■現在、新型コロナウイルス感染

　症対策として、傍聴席の座席数

　を制限しております（18席）。　

　ご理解をお願いいたします。

　核家族化が進む中、双子の子育て
には市の支援がなければ、支援のあ
る市に引っ越ししなければ子育てで
きないほどに追い詰められている状
況を知ることができました。
　議会が早急に市に働きかけなけれ
ばと感じました。

「さくらんぼ」発足について

市議会に一言！

こちらのＱＲコードから

「ふたごサークル さくらんぼ」の

パンフレットをご覧いただけます。

　子どもたちのためのサークル
というよりは、お母さん同士の
ストレス緩和が何よりの目的な
んです。今はLINEでの情報交換
が主ですが、すぐに連絡を取り
合える仲間ができたことが本当
にありがたいですね。不要とな
ったベビーカーや、捨ててしま
うにはもったいない洋服なども、

活動内容を教えてください

現状の課題はなんですか

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
周
知
に
つ
い
て

大桃　俊彦

　「さくらんぼ」初会合の様子。これからも、安心して多胎児

の育児ができる魚沼市になるために活動をしていきたいです。

その第一歩として、まずはこのサークルがパパママたちが悩み

を相談できる温かい場所になることを目指します！

議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？
〜令和３年第１回定例会のご案内〜

会　期

２月24日㈬

25日㈭

26日㈮

３月１日㈪

４日㈭

５日㈮

９日㈫

10日㈬

15日㈪

16日㈫

17日㈬

23日㈫

本会議（即決案件等）

本会議（市長所信表明、新年度予算等）

本会議（委員会付託等）

総務文教委員会

市民福祉委員会

産業建設委員会

本会議　一般質問

本会議　一般質問

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

本会議（委員長報告、質疑・採決等）

会 議 の 内 容
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
高
齢
者

肺
炎
球
菌
に
つ
い
て
、
詳
細
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
。
接
種
に
あ
た
っ
て
の
費
用
や

回
数
、
注
意
点
等
を
掲
載
し
、
市
民
に
誤

解
の
な
い
よ
う
に
理
解
を
頂
い
た
う
え

で
、
予
防
接
種
を
受
け
て
貰
い
た
い
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事
の
修
正

や
、
対
象
者
の
う
ち
未
だ
接
種
を
さ
れ
て

い
な
い
方
に
対
し
て
、
再
勧
奨
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
も
分
か
り
や
す
い
表
現
で

の
周
知
に
努
め
る
。

　
　
　ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
年
数
や
接

種
回
数
等
は
お
知
ら
せ
し
な
い
の
か
。

　
　
　効
果
年
数
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

一
概
に
は
言
え
な
い
。
接
種
回
数
等
に
つ

い
て
は
、
逆
に
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
、
周
知
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
。

　
　
　未
接
種
者
に
対
し
て
、
個
別
に
再

勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
　再
勧
奨
に
つ
い
て
は
今
後
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　２
回
目
の
公
費
助
成
を
市
独
自
で

検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　対
象
年
齢
の
方
に
対
す
る
接
種
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
２
回

目
以
降
の
接
種
に
対
す
る
独
自
助
成
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
、
死
亡
率

は
高
く
な
る
。
65
歳
で
の
接
種
は
、
国
の

法
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
個
人
差
は
あ
る

も
の
の
一
度
の
接
種
で
効
果
は
５
年
続
く

と
聞
く
。
２
回
目
は
何
歳
で
受
け
る
べ
き

と
考
え
る
か
。

　
　
　予
防
効
果
は
個
人
差
が
あ
る
。
持

病
等
に
よ
る
影
響
も
あ
る
た
め
、
再
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
と

相
談
し
て
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　病
院
に
よ
り
接
種
費
用
に
差
が
あ

る
こ
と
を
市
民
に
周
知
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　今
後
検
討
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
市
長
選
候
補
予
定
者
の

討
論
会
で
の
市
長
が
市
民
に
示
し
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
地
域
経
済
へ
の
対

策
﹂
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答答答

問問問問

問問

答答答

LINEを活用しておさがり交換会
をしています。

　多胎児家庭は社会的に孤立し
がちで、単胎児家庭に比べて虐
待リスクが高いともいわれます。
　多胎児家庭へのサポートが充
実している自治体もありますが、
残念ながら魚沼市はそうでもあ
りません。例えば、他市で行っ
ている「ミルクの訪問配布事業」
などで、月に１回でも家を訪ね
て「大丈夫？」って一言声を掛
けていただけるだけでも、孤立
感はずいぶん和らぎ、ありがた
いのです。
　多胎児育児の大変さはなかな
か理解いただけないこともあり
ます。そこで、サークル内でヒ
アリングした結果を基に、他自
治体で行っている事業も挙げな

V o
聞かせて！あなたの声

さくらんぼ
魚沼ふたごサークル

市 議 会

i c e

×

　多胎児のサークルはこれまで
魚沼市にはありませんでした。
　多胎児の家庭ならではの悩み
を、同じ境遇の仲間と相談し合
える、情報交換できる場があれ
ば、子育てをするうえで安心感
を持てるのではないかと思い、
魚沼市で初めてとなる双子サー
クルを立ち上げました。

　地域で活躍する皆さんと、ざっくば

らんに語り合うコーナーです。

　第４回目は、昨年12月に設立した、

多胎児のサークル「さくらんぼ」代表

の村山麗子さんから活動内容やサーク

ルを発足させた思いを聞かせていただ

きました。

がら「多胎児育児家庭支援に関
する要望書」を作成し、市に提
出しました。
　要望書をきっかけに、多胎児
家庭の問題を認知してもらうこ
とで、子育てしやすい社会にな
ることを期待したいです。

　双子が生まれることが不幸と
は思っていません。しかし多胎
児家庭への支援があるところで
出産すれば助けてもらえて、な
いところでは追い詰められる、
そんな現状があります。地域格
差がなく、多胎児家庭も安心し
て暮らせる魚沼市になるように、
議員の方からも働きかけをして
いただきたいです。

事前の手続は必要ありませんので、ぜひお気軽にお越しください。

■本会議及び特別委員会は、本庁

　舎３階議場、常任委員会は、本

　庁舎３階委員会室で午前10時か

　ら開始します。

■傍聴の際は、議場または委員会

　室入口で傍聴カードをご記入の

　うえ、傍聴席へお入りください。

■現在、新型コロナウイルス感染

　症対策として、傍聴席の座席数

　を制限しております（18席）。　

　ご理解をお願いいたします。

　核家族化が進む中、双子の子育て
には市の支援がなければ、支援のあ
る市に引っ越ししなければ子育てで
きないほどに追い詰められている状
況を知ることができました。
　議会が早急に市に働きかけなけれ
ばと感じました。

「さくらんぼ」発足について

市議会に一言！

こちらのＱＲコードから

「ふたごサークル さくらんぼ」の

パンフレットをご覧いただけます。

　子どもたちのためのサークル
というよりは、お母さん同士の
ストレス緩和が何よりの目的な
んです。今はLINEでの情報交換
が主ですが、すぐに連絡を取り
合える仲間ができたことが本当
にありがたいですね。不要とな
ったベビーカーや、捨ててしま
うにはもったいない洋服なども、

活動内容を教えてください

現状の課題はなんですか

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
周
知
に
つ
い
て

大桃　俊彦

　「さくらんぼ」初会合の様子。これからも、安心して多胎児

の育児ができる魚沼市になるために活動をしていきたいです。

その第一歩として、まずはこのサークルがパパママたちが悩み

を相談できる温かい場所になることを目指します！

議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？
〜令和３年第１回定例会のご案内〜

会　期

２月24日㈬

25日㈭

26日㈮

３月１日㈪

４日㈭

５日㈮

９日㈫

10日㈬

15日㈪

16日㈫

17日㈬

23日㈫

本会議（即決案件等）

本会議（市長所信表明、新年度予算等）

本会議（委員会付託等）

総務文教委員会

市民福祉委員会

産業建設委員会

本会議　一般質問

本会議　一般質問

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

本会議（委員長報告、質疑・採決等）

会 議 の 内 容
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11
月
24
日
に
本
庁
舎
議
場
に
て
、
中
学

生
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
広

神
中
学
校
３
年
生
の
代
表
生
徒
22
人
が
議

員
役
を
務
め
、
８
人
の
中
学
生
議
員
が
一

般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
議
会
は
、
中
学
生
が
地
方
自
治

に
つ
い
て
学
習
す
る
中
で
、
市
政
や
市
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
政
治

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
４
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
事
前
学
習
を
通
じ

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
般
質
問
を
作
成

し
て
、
議
会
に
臨
み
ま
し
た
。
当
日
は
、

中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
魚
沼
市
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
提
言
を
市
長
や
教

育
長
に
対
し
て
堂
々
と
述
べ
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
に
本
庁
舎
議
場
に
て
、
中
学

生
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
広

神
中
学
校
３
年
生
の
代
表
生
徒
22
人
が
議

員
役
を
務
め
、
８
人
の
中
学
生
議
員
が
一

般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
議
会
は
、
中
学
生
が
地
方
自
治

に
つ
い
て
学
習
す
る
中
で
、
市
政
や
市
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
政
治

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
４
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
事
前
学
習
を
通
じ

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
般
質
問
を
作
成

し
て
、
議
会
に
臨
み
ま
し
た
。
当
日
は
、

中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
魚
沼
市
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
提
言
を
市
長
や
教

育
長
に
対
し
て
堂
々
と
述
べ
ま
し
た
。

須
原
ス
キ
ー
場
の

　
　
有
効
活
用
に
つ
い
て

広
神
地
区
の
街
灯
の

　
　
　
　
増
設
に
つ
い
て

魚
沼
市
を
全
国
に

 

Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
に
つ
い
て

熊
の
出
没
に
つ
い
て

観
光
・
市
民
の

　
　
遊
ぶ
施
設
に
つ
い
て

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

令和２年度 中学生議会を開催しました令和２年度 中学生議会を開催しました

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

　須
原
ス
キ
ー
場
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
、
夏
で
も
ス
キ
ー
場
の

土
地
を
有
効
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
チ
ュ
ー

ビ
ン
グ
や
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
、
リ
フ

ト
を
使
っ
た
夏
の
星
空
や
紅
葉
を
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し
た
ら
観
光
客
の

増
加
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　冬
場
に
限
ら
な
い
ス
キ
ー
場

の
活
用
は
、
経
営
面
に
お
い
て

も
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　現
在
、
市
内
ス
キ
ー
場
は
全
て
民
営
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
が
直
接
取
り
組

む
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
市
は
こ
れ
ま
で

も
観
光
客
を
増
や
す
た
め
、
民
間
団
体
が

行
う
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
観
光
客
の
増
加

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水落　朱里 議員

みずおち あかり

高橋　幸音 議員

たかはし ゆきね

山之内　蒼 議員

やまのうち あおい

峰川　虹弥 議員

みねかわ こうや

今井　翔琉 議員

いまい かける

問答

　広
神
地
区
は
街
灯
が
少
な
い

地
域
が
あ
り
、
下
校
時
に
怖
い

思
い
を
し
て
い
る
。
熊
や
不
審
者
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
意
味
で
も
、
街
灯
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　夜
間
の
犯
罪
や
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
設
置
す
る
﹁
防
犯

灯
﹂
は
、
市
内
全
域
で
お
よ
そ
５
，
３
０

０
台
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
１
，
０

０
０
台
が
広
神
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
原
則
、
集
落
の
中
は
そ
の
集
落
で
設

置
し
、
集
落
間
は
市
が
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　ご
質
問
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
防
犯
の

た
め
の
街
灯
設
置
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
増
設

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
中
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
も
、
危
険
に
感
じ
る
場
所
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
地
元
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問答

　修
学
旅
行
で
﹁
ロ
ッ
テ
新
井

リ
ゾ
ー
ト
﹂
を
訪
れ
た
。
そ
こ

で
体
験
し
た
ツ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
魚
沼
市
で
も
同
様
の

施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
加

や
市
民
の
娯
楽
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
魚
沼
市
に
と
っ
て
、
森
林
等

を
活
用
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
施
設
を
設

置
し
て
幅
広
い
世
代
の
方
々
か
ら
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
観
光
客
を
増
や
す

た
め
に
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
観
光
振
興
の
観
点
で
い
え
ば
、

こ
う
し
た
施
設
は
ま
ず
利
益
が
求
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
行
政
が
運
営
す
る
よ
り

も
民
間
事
業
者
に
よ
る
設
置
・
運
営
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　毎
年
、
熊
の
出
没
情
報
が
多

く
あ
る
が
、﹁
〇
〇
で
熊
が
出
た
﹂

と
、
地
名
だ
け
を
言
わ
れ
て
も
分
か
り
づ

ら
い
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
熊
が
出
没

し
た
場
所
を
地
図
上
に
表
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
に
、
危
険
な

場
所
を
地
図
に
表
し
て
、
回
覧
板
等
で
注

意
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

　熊
の
出
没
位
置
に
つ
い
て
は
、

魚
沼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
報
の
折
込
チ
ラ
シ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
掲
載
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み

込
む
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
る
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　高
齢
者
に
対
し
て
、
回
覧
板
で
注
意
を

促
す
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
非
常
に
良
い
と

思
い
ま
す
。
関
係
団
体
や
自
治
会
と
協
議

し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
対
応
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
全
国
の

学
校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
家
庭
内
で
の

学
習
効
率
が
上
が
り
、
学
力
向
上
に
繋
が

る
と
考
え
る
。
市
で
全
て
の
生
徒
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
配
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
学
校
内
の
W
i
|

F
i
環
境
の
改
善
は

で
き
な
い
か
。　小

中
高
全
て
の
児
童
生
徒
に

一
人
一
台
端
末
を
支
給
す
る
と

い
う
国
の
﹁
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
﹂

に
基
づ
き
、
魚
沼
市
で
は
、
市
内
の
小
中

学
生
全
員
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
１

月
下
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
に
各
学
校
に
配

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
学
校
で
W
i
|

F
i
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
末
ま
で
に
工
事

が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
完
了
す
る
と
、

通
信
速
度
は
現
在
の
お
よ
そ
10
倍
に
な
り

ま
す
。 問答

　魚
沼
市
の
名
産
品
と
し
て
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
日
本
酒
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、﹁
魚
沼
市
と
い
え
ば

こ
の
料
理
﹂
と
い
う
魚
沼
グ
ル
メ
が
な
い

よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
何
か
グ
ル
メ
を
つ

く
っ
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

　魚
沼
市
の
食
文
化
を
活
か
し

た
料
理
と
し
て
、
山
菜
を
つ
か
っ

た
﹁
開
高
め
し
﹂
や
﹁
モ
ツ
焼
き
﹂
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
知
名
度
を
高

め
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
や
飲

食
店
の
経
営
者
、
専
門
家
の
方
か
ら
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
検
討
し
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
い
た
だ
き
、Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問答

10/12　広神中学校での事前講義の様子。

議員から一般質問作成のコツを学びました。
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さとう そうま
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11
月
24
日
に
本
庁
舎
議
場
に
て
、
中
学

生
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
広

神
中
学
校
３
年
生
の
代
表
生
徒
22
人
が
議

員
役
を
務
め
、
８
人
の
中
学
生
議
員
が
一

般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
議
会
は
、
中
学
生
が
地
方
自
治

に
つ
い
て
学
習
す
る
中
で
、
市
政
や
市
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
政
治

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
４
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
事
前
学
習
を
通
じ

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
般
質
問
を
作
成

し
て
、
議
会
に
臨
み
ま
し
た
。
当
日
は
、

中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
魚
沼
市
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
提
言
を
市
長
や
教

育
長
に
対
し
て
堂
々
と
述
べ
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
に
本
庁
舎
議
場
に
て
、
中
学

生
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
広

神
中
学
校
３
年
生
の
代
表
生
徒
22
人
が
議

員
役
を
務
め
、
８
人
の
中
学
生
議
員
が
一

般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
議
会
は
、
中
学
生
が
地
方
自
治

に
つ
い
て
学
習
す
る
中
で
、
市
政
や
市
議

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
政
治

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
４
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
事
前
学
習
を
通
じ

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
般
質
問
を
作
成

し
て
、
議
会
に
臨
み
ま
し
た
。
当
日
は
、

中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
魚
沼
市
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
提
言
を
市
長
や
教

育
長
に
対
し
て
堂
々
と
述
べ
ま
し
た
。

須
原
ス
キ
ー
場
の

　
　
有
効
活
用
に
つ
い
て

広
神
地
区
の
街
灯
の

　
　
　
　
増
設
に
つ
い
て

魚
沼
市
を
全
国
に

 

Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
に
つ
い
て

熊
の
出
没
に
つ
い
て

観
光
・
市
民
の

　
　
遊
ぶ
施
設
に
つ
い
て

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

令和２年度 中学生議会を開催しました令和２年度 中学生議会を開催しました

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

　須
原
ス
キ
ー
場
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
、
夏
で
も
ス
キ
ー
場
の

土
地
を
有
効
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
チ
ュ
ー

ビ
ン
グ
や
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
、
リ
フ

ト
を
使
っ
た
夏
の
星
空
や
紅
葉
を
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し
た
ら
観
光
客
の

増
加
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　冬
場
に
限
ら
な
い
ス
キ
ー
場

の
活
用
は
、
経
営
面
に
お
い
て

も
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　現
在
、
市
内
ス
キ
ー
場
は
全
て
民
営
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
が
直
接
取
り
組

む
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
市
は
こ
れ
ま
で

も
観
光
客
を
増
や
す
た
め
、
民
間
団
体
が

行
う
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
観
光
客
の
増
加

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水落　朱里 議員

みずおち あかり

高橋　幸音 議員

たかはし ゆきね

山之内　蒼 議員

やまのうち あおい

峰川　虹弥 議員

みねかわ こうや

今井　翔琉 議員

いまい かける

問答

　広
神
地
区
は
街
灯
が
少
な
い

地
域
が
あ
り
、
下
校
時
に
怖
い

思
い
を
し
て
い
る
。
熊
や
不
審
者
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
意
味
で
も
、
街
灯
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　夜
間
の
犯
罪
や
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
設
置
す
る
﹁
防
犯

灯
﹂
は
、
市
内
全
域
で
お
よ
そ
５
，
３
０

０
台
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
１
，
０

０
０
台
が
広
神
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
原
則
、
集
落
の
中
は
そ
の
集
落
で
設

置
し
、
集
落
間
は
市
が
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　ご
質
問
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
防
犯
の

た
め
の
街
灯
設
置
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
増
設

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
中
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
も
、
危
険
に
感
じ
る
場
所
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
地
元
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問答

　修
学
旅
行
で
﹁
ロ
ッ
テ
新
井

リ
ゾ
ー
ト
﹂
を
訪
れ
た
。
そ
こ

で
体
験
し
た
ツ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
魚
沼
市
で
も
同
様
の

施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
加

や
市
民
の
娯
楽
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
魚
沼
市
に
と
っ
て
、
森
林
等

を
活
用
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
施
設
を
設

置
し
て
幅
広
い
世
代
の
方
々
か
ら
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
観
光
客
を
増
や
す

た
め
に
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
観
光
振
興
の
観
点
で
い
え
ば
、

こ
う
し
た
施
設
は
ま
ず
利
益
が
求
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
行
政
が
運
営
す
る
よ
り

も
民
間
事
業
者
に
よ
る
設
置
・
運
営
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　毎
年
、
熊
の
出
没
情
報
が
多

く
あ
る
が
、﹁
〇
〇
で
熊
が
出
た
﹂

と
、
地
名
だ
け
を
言
わ
れ
て
も
分
か
り
づ

ら
い
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
熊
が
出
没

し
た
場
所
を
地
図
上
に
表
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
に
、
危
険
な

場
所
を
地
図
に
表
し
て
、
回
覧
板
等
で
注

意
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

　熊
の
出
没
位
置
に
つ
い
て
は
、

魚
沼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
報
の
折
込
チ
ラ
シ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
掲
載
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み

込
む
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
る
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　高
齢
者
に
対
し
て
、
回
覧
板
で
注
意
を

促
す
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
非
常
に
良
い
と

思
い
ま
す
。
関
係
団
体
や
自
治
会
と
協
議

し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
対
応
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
全
国
の

学
校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
家
庭
内
で
の

学
習
効
率
が
上
が
り
、
学
力
向
上
に
繋
が

る
と
考
え
る
。
市
で
全
て
の
生
徒
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
配
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
学
校
内
の
W
i
|

F
i
環
境
の
改
善
は

で
き
な
い
か
。　小

中
高
全
て
の
児
童
生
徒
に

一
人
一
台
端
末
を
支
給
す
る
と

い
う
国
の
﹁
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
﹂

に
基
づ
き
、
魚
沼
市
で
は
、
市
内
の
小
中

学
生
全
員
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
１

月
下
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
に
各
学
校
に
配

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
学
校
で
W
i
|

F
i
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
末
ま
で
に
工
事

が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
完
了
す
る
と
、

通
信
速
度
は
現
在
の
お
よ
そ
10
倍
に
な
り

ま
す
。 問答

　魚
沼
市
の
名
産
品
と
し
て
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
日
本
酒
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、﹁
魚
沼
市
と
い
え
ば

こ
の
料
理
﹂
と
い
う
魚
沼
グ
ル
メ
が
な
い

よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
何
か
グ
ル
メ
を
つ

く
っ
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

　魚
沼
市
の
食
文
化
を
活
か
し

た
料
理
と
し
て
、
山
菜
を
つ
か
っ

た
﹁
開
高
め
し
﹂
や
﹁
モ
ツ
焼
き
﹂
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
知
名
度
を
高

め
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
や
飲

食
店
の
経
営
者
、
専
門
家
の
方
か
ら
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
検
討
し
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
い
た
だ
き
、Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問答
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みなさんからの声を

大切 に

みなさんからの声を

大切 に

みなさんからの

令和２年 第２回議会報告会

〜市民の声を聞く会〜

声を

大切 に

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指
し、「議会報告会」を開催しており、令和
２年度２回目となる報告会を10月29日に
開催しました。
　今回の報告会では、９月定例会におけ
る各委員会での審議内容や令和元年度決
算審査について議会から報告させていた
だき、その後、参加者の皆さんと意見交
換を行いました。いただいた貴重なご意
見は、各担当委員会で協議し、今後の市
政運営に反映していくよう取り組んでま
いります。 小出ボランティアセンターにて開催した報告会には、

17名の方々からご参会いただきました。

いただいたご意見の一部を紹介します

参加者アンケートの結果から

いただいたご意見の一部を紹介します

参加者アンケートの結果から

「市民の声を聞く会」の参加者アンケートでいただいたご意見、ご感想をご紹介します。

●子どもたちが魚沼市民であることを誇らしく思ってくれるまち

　づくりをお願いします。

●以前のように、議会報告会は各地域ごとに開催をしてもらいたい。

●魚沼市総合計画をテーマに報告会を開いてもらいたい。

●後半の意見交換の時間を確保するためなのか、時間短縮のため

　に各議員からの委員会報告の説明が省略されたのは残念だった。

●どの項目が目玉の施策なのか分かりづらかった。説明に強弱が

　あるとより分かりやすい。

議会報告会が、よ

り多くの声を聴

ける場になるよ

う、ご意見を参考

にして、内容を検

証していきます。

　将来に向け、魚沼市が

発展するための方策を具

体的に検討すべき時期。

市長直轄組織を設置し

て、自主財源率を引き上

げる取組をしてはどうか。

　「熊出没注意」の注意

看板として、パウチ加工

された紙製のものが配付

され、区長が設置してい

るが、耐久性のあるスチ

ール製のものを設置して

ほしい。

貴重なご意見、

ありがとうござ

います。今後、調

査・検討をして

いきます。

防災士の組織化

について
市長直轄組織

の設置を
熊出没注意の

看板について
防災士の組織化

について
市長直轄組織

の設置を
熊出没注意の

看板について

　市内防災士の連携や技

術向上を図るために組織

化する計画を令和元年度

中に行う予定とのことだ

が、延び延びになってい

る。進　状況はどうなっ

ているのか。

　緊張感が漂う議場で、落ち着いて、堂々とした議事進行をしてくれました。
議長役を務めていただいたお二人から一言感想をいただきました。
　緊張感が漂う議場で、落ち着いて、堂々とした議事進行をしてくれました。
議長役を務めていただいたお二人から一言感想をいただきました。

　初めての議会を体験して、市議会が市のことをどれだけ考えているのかを知るこ

とができました。また、前に出て行動することの大切さも改めて知ることができま

した。今後に生かしていきたいと思います。ありがとうございました。

講

評

只
見
線
の
本
数
に
つ
い
て

交
通
安
全
に
つ
い
て

椛澤　潤平 議長

かばさわ じゅんぺい

水落　李穂 議長

みずおち りほ

教育長

梅田　勝

　本
日
の
一
般
質
問
は
、
市
民
が
よ
り

安
心
安
全
に
、
よ
り
便
利
に
暮
ら
す
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
ま
た
、

魅
力
あ
る
魚
沼
市
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
、
と
い
う
視
点
で
、

自
分
た
ち
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
全
体
の
立
場
に
立
っ
た
具
体
的
な
提

案
や
要
望
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大
変
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　ま
た
、
傍
聴
さ
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん

も
、
一
生
懸
命
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

当
局
の
答
弁
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
全
員
参
加
で
こ

の
﹁
中
学
生
議
会
﹂
を
つ
く
り
上
げ
て

い
る
の
だ
、
と
い
う
真
剣
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　本
日
の
提
案
が
一
つ
で
も
実
現
す
れ

ば
市
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
学
習
の
成
果
が

大
い
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　今
回
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
よ
り

政
治
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
が
こ
の
魚
沼
市
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　広
神
地
域
か
ら
高
校
へ
通
学

す
る
場
合
、
只
見
線
を
利
用
す

る
生
徒
が
多
い
。
し
か
し
、
只
見
線
の
本

数
が
１
日
４
本
と
少
な
く
、
不
便
で
あ
る
。

通
学
の
時
間
帯
だ
け
で
も
本
数
を
増
や
し

て
欲
し
い
。

　広
大
な
面
積
を
有
す
る
魚
沼

市
に
お
い
て
、
只
見
線
の
利
便

性
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
課
題
で

す
。
只
見
線
の
増
便
に
つ
い
て
、
新
潟
県

鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
を
通
じ
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
新
潟
支
社
へ
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　只
見
線
の
み
で
は
な
く
、
自
家
用
車
に

依
存
す
る
交
通
体
系
だ
け
で
は
移
動
に
困

難
を
き
た
す
方
々
も
い
ま
す
の
で
、
こ
の

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
魚
沼
市
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域

公
共
交
通
網
を
整
備
す
る
た
め
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

問答

　登
下
校
の
際
、
横
断
歩
道
で

乗
用
車
が
停
止
し
て
く
れ
な

か
っ
た
り
、
高
齢
者
が
危
険
な
横
断
を
行

う
場
面
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機

を
増
設
し
て
欲
し
い
。

　信
号
機
は
、
警
察
を
管
轄
す

る
新
潟
県
公
安
委
員
会
が
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
魚
沼
市
で
は
、

各
自
治
会
や
集
落
か
ら
設
置
要
望
が
あ
っ

た
場
合
に
、
小
出
警
察
署
に
説
明
し
、
要

望
を
伝
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　警
察
署
で
は
、
現
地
調
査
を
行
い
、
信

号
機
の
設
置
を
す
べ
き
か
ど
う
か
判
断
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
信
号
機
設
置
に
は
、

多
く
の
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
要
望
ど
お

り
に
設
置
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

危
険
を
感
じ
る
横
断
歩
道
が
あ
れ
ば
、
市

の
窓
口
ま
で
ご
要
望
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

山之内悠太郎 議員

やまのうち ゆうたろう

岡部　舞穂 議員

おかべ まいほ

　ずっと暮らしてきた魚沼市について改めて深く考えてみた

り、新しくできた市役所に足を運んでみたり、緊張すること

もあったけど、楽しく学習することができました。貴重な体

験をありがとうございました。

議長役、
大変お疲れ様でした！
議長役、
大変お疲れ様でした！

※

梅
田
勝
教
育
長
は
、
　
月
　
日
付
で
退
任

　い
た
し
ま
し
た
。
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みなさんからの声を

大切 に

みなさんからの声を

大切 に

みなさんからの

令和２年 第２回議会報告会

〜市民の声を聞く会〜

声を

大切 に

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指
し、「議会報告会」を開催しており、令和
２年度２回目となる報告会を10月29日に
開催しました。
　今回の報告会では、９月定例会におけ
る各委員会での審議内容や令和元年度決
算審査について議会から報告させていた
だき、その後、参加者の皆さんと意見交
換を行いました。いただいた貴重なご意
見は、各担当委員会で協議し、今後の市
政運営に反映していくよう取り組んでま
いります。 小出ボランティアセンターにて開催した報告会には、

17名の方々からご参会いただきました。

いただいたご意見の一部を紹介します

参加者アンケートの結果から

いただいたご意見の一部を紹介します

参加者アンケートの結果から

「市民の声を聞く会」の参加者アンケートでいただいたご意見、ご感想をご紹介します。

●子どもたちが魚沼市民であることを誇らしく思ってくれるまち

　づくりをお願いします。

●以前のように、議会報告会は各地域ごとに開催をしてもらいたい。

●魚沼市総合計画をテーマに報告会を開いてもらいたい。

●後半の意見交換の時間を確保するためなのか、時間短縮のため

　に各議員からの委員会報告の説明が省略されたのは残念だった。

●どの項目が目玉の施策なのか分かりづらかった。説明に強弱が

　あるとより分かりやすい。

議会報告会が、よ

り多くの声を聴

ける場になるよ

う、ご意見を参考

にして、内容を検

証していきます。

　将来に向け、魚沼市が

発展するための方策を具

体的に検討すべき時期。

市長直轄組織を設置し

て、自主財源率を引き上

げる取組をしてはどうか。

　「熊出没注意」の注意

看板として、パウチ加工

された紙製のものが配付

され、区長が設置してい

るが、耐久性のあるスチ

ール製のものを設置して

ほしい。

貴重なご意見、

ありがとうござ

います。今後、調

査・検討をして

いきます。

防災士の組織化

について
市長直轄組織

の設置を
熊出没注意の

看板について
防災士の組織化

について
市長直轄組織

の設置を
熊出没注意の

看板について

　市内防災士の連携や技

術向上を図るために組織

化する計画を令和元年度

中に行う予定とのことだ

が、延び延びになってい

る。進　状況はどうなっ

ているのか。

　緊張感が漂う議場で、落ち着いて、堂々とした議事進行をしてくれました。
議長役を務めていただいたお二人から一言感想をいただきました。
　緊張感が漂う議場で、落ち着いて、堂々とした議事進行をしてくれました。
議長役を務めていただいたお二人から一言感想をいただきました。

　初めての議会を体験して、市議会が市のことをどれだけ考えているのかを知るこ

とができました。また、前に出て行動することの大切さも改めて知ることができま

した。今後に生かしていきたいと思います。ありがとうございました。

講

評

只
見
線
の
本
数
に
つ
い
て

交
通
安
全
に
つ
い
て

椛澤　潤平 議長

かばさわ じゅんぺい

水落　李穂 議長

みずおち りほ

教育長

梅田　勝

　本
日
の
一
般
質
問
は
、
市
民
が
よ
り

安
心
安
全
に
、
よ
り
便
利
に
暮
ら
す
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
ま
た
、

魅
力
あ
る
魚
沼
市
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
、
と
い
う
視
点
で
、

自
分
た
ち
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
全
体
の
立
場
に
立
っ
た
具
体
的
な
提

案
や
要
望
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大
変
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　ま
た
、
傍
聴
さ
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん

も
、
一
生
懸
命
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

当
局
の
答
弁
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
全
員
参
加
で
こ

の
﹁
中
学
生
議
会
﹂
を
つ
く
り
上
げ
て

い
る
の
だ
、
と
い
う
真
剣
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　本
日
の
提
案
が
一
つ
で
も
実
現
す
れ

ば
市
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
学
習
の
成
果
が

大
い
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　今
回
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
よ
り

政
治
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
が
こ
の
魚
沼
市
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　広
神
地
域
か
ら
高
校
へ
通
学

す
る
場
合
、
只
見
線
を
利
用
す

る
生
徒
が
多
い
。
し
か
し
、
只
見
線
の
本

数
が
１
日
４
本
と
少
な
く
、
不
便
で
あ
る
。

通
学
の
時
間
帯
だ
け
で
も
本
数
を
増
や
し

て
欲
し
い
。

　広
大
な
面
積
を
有
す
る
魚
沼

市
に
お
い
て
、
只
見
線
の
利
便

性
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
課
題
で

す
。
只
見
線
の
増
便
に
つ
い
て
、
新
潟
県

鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
を
通
じ
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
新
潟
支
社
へ
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　只
見
線
の
み
で
は
な
く
、
自
家
用
車
に

依
存
す
る
交
通
体
系
だ
け
で
は
移
動
に
困

難
を
き
た
す
方
々
も
い
ま
す
の
で
、
こ
の

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
魚
沼
市
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域

公
共
交
通
網
を
整
備
す
る
た
め
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

問答

　登
下
校
の
際
、
横
断
歩
道
で

乗
用
車
が
停
止
し
て
く
れ
な

か
っ
た
り
、
高
齢
者
が
危
険
な
横
断
を
行

う
場
面
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機

を
増
設
し
て
欲
し
い
。

　信
号
機
は
、
警
察
を
管
轄
す

る
新
潟
県
公
安
委
員
会
が
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
魚
沼
市
で
は
、

各
自
治
会
や
集
落
か
ら
設
置
要
望
が
あ
っ

た
場
合
に
、
小
出
警
察
署
に
説
明
し
、
要

望
を
伝
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　警
察
署
で
は
、
現
地
調
査
を
行
い
、
信

号
機
の
設
置
を
す
べ
き
か
ど
う
か
判
断
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
信
号
機
設
置
に
は
、

多
く
の
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
要
望
ど
お

り
に
設
置
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

危
険
を
感
じ
る
横
断
歩
道
が
あ
れ
ば
、
市

の
窓
口
ま
で
ご
要
望
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

山之内悠太郎 議員

やまのうち ゆうたろう

岡部　舞穂 議員

おかべ まいほ

　ずっと暮らしてきた魚沼市について改めて深く考えてみた

り、新しくできた市役所に足を運んでみたり、緊張すること

もあったけど、楽しく学習することができました。貴重な体

験をありがとうございました。

議長役、
大変お疲れ様でした！
議長役、
大変お疲れ様でした！

※

梅
田
勝
教
育
長
は
、
　
月
　
日
付
で
退
任

　い
た
し
ま
し
た
。
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総
務
文
教
委
員
会
報
告

市
民
福
祉
委
員
会
報
告

意見交換の様子。魚沼更生園は、1984年に

建設され、園舎のほか機械設備等も老朽化

が進んでいる。

１

　審
査
事
件
︵
12
月
22
・
23
日
︶

議
案
第
98
号

魚
沼
市
公
共
施
設
整
備
等
基
金
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
99
号

魚
沼
市
分
担
金
等
の
督
促
手
数
料
及
び
延

滞
金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
98
号
・
99
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件
︵
11
月
２
日
︶

熊
出
没
に
対
す
る
小
中
学
校
の
登
下
校
体

制
に
つ
い
て  

　市
内
で
熊
の
出
没
が
多
数
発
生
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
の
登
下
校
は
、

保
護
者
か
ら
の
送
迎
を
お
願
い
し
た
。

問

　保
護
者
が
送
迎
す
る
の
に
困
難
な
家

庭
は
あ
る
か
。
き
め
細
か
い
対
応
は
ど
う
か
。 

答

　送
迎
の
ご
協
力
は
い
た
だ
け
て
い
る

が
、
下
校
が
時
間
的
に
困
難
な
場
合
は
学

童
保
育
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
る
。

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

︵
素
案
︶
に
つ
い
て  

　コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
包

括
支
援
シ
ス
テ
ム
、
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て

の
意
見
や
質
疑
が
行
わ
れ
、
今
後
も
引
き

続
き
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

財
産
譲
渡
の
経
緯
に
つ
い
て

問

　無
償
譲
渡
を
受
け
た
地
区
が
悪
い
と

い
う
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な

い
。
執
行
部
の
無
償
譲
渡
の
進
め
方
に
問

題
が
あ
る
の
で
、
経
緯
か
ら
明
確
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

　過
去
に
遡
っ
て
精
査
し
た
い
。

３

　調
査
事
件
︵
11
月
13
日
︶ 

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

︵
素
案
︶
に
つ
い
て

　計
画
案
に
対
し
て
、「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
も
と
に
、
危
険
箇
所
、
避
難
場
所
や

経
路
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
」「
保
育

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
多

面
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
保
育
人

材
を
育
成
す
る
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
の
提
供
会
員
の
増
加
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　市
民
福
祉
委
員
長
及
び
産
業
建
設
委
員

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
部
分
に
関
す

る
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
、
計
画
全
体
の

所
管
委
員
会
で
あ
る
総
務
文
教
委
員
長
あ

て
に
提
出
し
て
も
ら
い
、
執
行
部
に
申
し

送
っ
た
。

４

　調
査
事
件
︵
12
月
23
日
︶

原
子
力
災
害
に
お
け
る
避
難
計
画
に
つ
い
て

問

　避
難
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
と
し

て
、
避
難
地
域
で
あ
る
長
岡
市
と
の
調
整

が
非
常
に
大
事
だ
。
そ
の
連
携
は
常
に
取

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。現
状
で
は
ど
う
か
。

答

　現
状
は
、
直
接
的
に
長
岡
市
と
の
や

り
取
り
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
県
を
通
じ

て
、
避
難
地
区
と
避
難
人
口
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
等
を
進
め
て
い
る
。

魚
沼
市
公
立
保
育
園
等
再
編
計
画
︵
素
案
︶

に
つ
い
て

　公
立
保
育
園
の
民
営
化
方
針
が
示
さ

れ
、
私
立
保
育
園
の
新
規
開
設
の
動
き
も

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

問

　当
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
則
っ
て
い
る
か
。
市
営
の
保
育
園

の
定
員
は
減
ら
し
て
い
く
考
え
か
。

答

　新
規
で
開
園
予
定
の
法
人
は
計
画
を

理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
の
考
え
方

は
、
地
域
を
限
定
せ
ず
に
、
広
く
市
内
か

ら
保
育
方
針
に
理
解
が
あ
る
保
護
者
の
児

童
を
預
か
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
民
間
活
力
が
出
る
の
は
良
い

こ
と
と
考
え
て
お
り
、
公
立
の
定
員
の
ほ

う
を
、減
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

財
産
譲
渡
の
経
緯
に
つ
い
て

　本
件
に
つ
い
て
は
調
査
終
了
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

令
和
２
年
度
雪
に
よ
る
人
的
被
害
発
生
状
況

問

　雪
下
ろ
し
等
の
対
応
を
す
る
可
能
性

の
あ
る
家
屋
が
６
件
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、所
有
者
の
所
在
は
分
か
っ
て
い
る
か
。

答

　所
有
者
の
所
在
が
ほ
ぼ
不
明
の
家
屋

で
あ
る
。
相
続
放
棄
さ
れ
て
い
る
物
件
に

つ
い
て
は
、
相
続
人
に
も
連
絡
は
試
み
て

い
る
が
、連
絡
が
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
市
が
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
の

対
応
区
分
を
協
議
し
た
。

１

　審
査
事
件
︵
12
月
22
日
︶

議
案
第
１
０
０
号

魚
沼
市
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　改
正
に
よ
り
、
対
象
に
な
る
方
は
ど

れ
ほ
ど
か
。

答

　入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
預
か
り
税
で

あ
り
、
対
象
と
な
る
事
例
は
な
い
。
介
護

保
険
に
つ
い
て
は
、
延
滞
金
が
か
か
る
対

象
者
が
94
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い

て
は
５
人
で
あ
る
。

議
案
第
１
０
１
号

魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
１
０
０
号
・
１
０
１
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　現
地
調
査
︵
10
月
26
日
︶

　魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
魚
沼
更
生
園

の
施
設
の
現
状
と
課
題
の
調
査
の
た
め
、

現
地
視
察
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　施
設
の
老
朽
化
、
耐
震
化
、
入
所
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
大
規
模
改
修
の
た
め
の
調
査
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
建
替
え
も
含
め
て
検
討

し
て
い
た
だ
く
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

３

　調
査
事
件
︵
11
月
10
日
︶

魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
︵
中

間
見
直
し
︶
に
つ
い
て

問

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
ど
の
部
署
が
行

う
の
か
。

答

　週
１
回
１
時
間
程
度
、
市
民
課
で
対

応
す
る
。

魚
沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

問

　基
幹
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
改
善
点
は
あ
る
か
。

答

　運
行
事
業
者
と
の
調
整
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
区
を
ま
た
ぐ
と
い
う
問
題
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
調
整
を
進
め
る
。

第
５
期
魚
沼
市
障
害
者
計
画
・
第
６
期
障

害
福
祉
計
画
・
第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画

に
つ
い
て

問

　児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

答

　魚
沼
圏
域
で
１
カ
所
設
置
し
た
い
と

い
う
県
の
意
向
も
あ
る
が
、
今
現
在
、
具

体
的
な
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
。

魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

問

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
の
増
床

の
計
画
が
進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。

答

　介
護
人
材
不
足
が
大
き
な
要
因
の
一

つ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問

　子
ど
も
た
ち
に
介
護
体
験
の
機
会
を

作
り
、
介
護
職
に
就
い
て
も
ら
え
る
よ
う

な
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　事
業
所
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　　「第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
市
民
福
祉

委
員
会
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
執
行
部

か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
、
取
り

ま
と
め
た
意
見
を
総
務
文
教
委
員
長
あ
て

に
提
出
し
た
。

４

　調
査
事
件
︵
12
月
24
日
︶

魚
沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画
︵
案
︶
に
つ

い
て

問

　浦
佐
バ
イ
パ
ス
を
通
る
基
幹
病
院
行

き
の
路
線
は
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

答

　六
日
町
線
に
つ
い
て
は
、
路
線
を
分

割
し
た
う
え
で
、
バ
イ
パ
ス
は
通
ら
ず
、

浦
佐
駅
経
由
の
基
幹
病
院
行
き
を
考
え
て

い
る
が
、
別
路
線
と
合
わ
せ
、
南
魚
沼
市
、

運
行
事
業
者
と
協
議
を
始
め
た
段
階
で
あ

り
、
経
路
も
そ
の
中
で
協
議
す
る
。

　「第
５
期
魚
沼
市
障
害
者
計
画
・
第
６

期
魚
沼
市
障
害
福
祉
計
画
・
第
２
期
魚
沼

市
障
害
児
福
祉
計
画
」「
魚
沼
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

「
第
２
次
魚
沼
市
健
康
づ
く
り
計
画
」「
健

康
う
お
ぬ
ま
21
中
間
評
価
」
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
の

対
応
区
分
を
協
議
し
た
。
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１

　審
査
事
件
︵
12
月
22
・
23
日
︶

議
案
第
98
号

魚
沼
市
公
共
施
設
整
備
等
基
金
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
99
号

魚
沼
市
分
担
金
等
の
督
促
手
数
料
及
び
延

滞
金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
98
号
・
99
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件
︵
11
月
２
日
︶

熊
出
没
に
対
す
る
小
中
学
校
の
登
下
校
体

制
に
つ
い
て  

　市
内
で
熊
の
出
没
が
多
数
発
生
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
の
登
下
校
は
、

保
護
者
か
ら
の
送
迎
を
お
願
い
し
た
。

問

　保
護
者
が
送
迎
す
る
の
に
困
難
な
家

庭
は
あ
る
か
。
き
め
細
か
い
対
応
は
ど
う
か
。 

答

　送
迎
の
ご
協
力
は
い
た
だ
け
て
い
る

が
、
下
校
が
時
間
的
に
困
難
な
場
合
は
学

童
保
育
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
る
。

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

︵
素
案
︶
に
つ
い
て  

　コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
包

括
支
援
シ
ス
テ
ム
、
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て

の
意
見
や
質
疑
が
行
わ
れ
、
今
後
も
引
き

続
き
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

財
産
譲
渡
の
経
緯
に
つ
い
て

問

　無
償
譲
渡
を
受
け
た
地
区
が
悪
い
と

い
う
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な

い
。
執
行
部
の
無
償
譲
渡
の
進
め
方
に
問

題
が
あ
る
の
で
、
経
緯
か
ら
明
確
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

　過
去
に
遡
っ
て
精
査
し
た
い
。

３

　調
査
事
件
︵
11
月
13
日
︶ 

第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

︵
素
案
︶
に
つ
い
て

　計
画
案
に
対
し
て
、「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
も
と
に
、
危
険
箇
所
、
避
難
場
所
や

経
路
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
」「
保
育

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
多

面
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
保
育
人

材
を
育
成
す
る
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
の
提
供
会
員
の
増
加
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　市
民
福
祉
委
員
長
及
び
産
業
建
設
委
員

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
部
分
に
関
す

る
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
、
計
画
全
体
の

所
管
委
員
会
で
あ
る
総
務
文
教
委
員
長
あ

て
に
提
出
し
て
も
ら
い
、
執
行
部
に
申
し

送
っ
た
。

４

　調
査
事
件
︵
12
月
23
日
︶

原
子
力
災
害
に
お
け
る
避
難
計
画
に
つ
い
て

問

　避
難
者
を
受
け
入
れ
る
地
域
と
し

て
、
避
難
地
域
で
あ
る
長
岡
市
と
の
調
整

が
非
常
に
大
事
だ
。
そ
の
連
携
は
常
に
取

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。現
状
で
は
ど
う
か
。

答

　現
状
は
、
直
接
的
に
長
岡
市
と
の
や

り
取
り
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
県
を
通
じ

て
、
避
難
地
区
と
避
難
人
口
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
等
を
進
め
て
い
る
。

魚
沼
市
公
立
保
育
園
等
再
編
計
画
︵
素
案
︶

に
つ
い
て

　公
立
保
育
園
の
民
営
化
方
針
が
示
さ

れ
、
私
立
保
育
園
の
新
規
開
設
の
動
き
も

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

問

　当
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
則
っ
て
い
る
か
。
市
営
の
保
育
園

の
定
員
は
減
ら
し
て
い
く
考
え
か
。

答

　新
規
で
開
園
予
定
の
法
人
は
計
画
を

理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
の
考
え
方

は
、
地
域
を
限
定
せ
ず
に
、
広
く
市
内
か

ら
保
育
方
針
に
理
解
が
あ
る
保
護
者
の
児

童
を
預
か
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
民
間
活
力
が
出
る
の
は
良
い

こ
と
と
考
え
て
お
り
、
公
立
の
定
員
の
ほ

う
を
、減
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

財
産
譲
渡
の
経
緯
に
つ
い
て

　本
件
に
つ
い
て
は
調
査
終
了
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

令
和
２
年
度
雪
に
よ
る
人
的
被
害
発
生
状
況

問

　雪
下
ろ
し
等
の
対
応
を
す
る
可
能
性

の
あ
る
家
屋
が
６
件
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、所
有
者
の
所
在
は
分
か
っ
て
い
る
か
。

答

　所
有
者
の
所
在
が
ほ
ぼ
不
明
の
家
屋

で
あ
る
。
相
続
放
棄
さ
れ
て
い
る
物
件
に

つ
い
て
は
、
相
続
人
に
も
連
絡
は
試
み
て

い
る
が
、連
絡
が
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
市
が
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
の

対
応
区
分
を
協
議
し
た
。

１

　審
査
事
件
︵
12
月
22
日
︶

議
案
第
１
０
０
号

魚
沼
市
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　改
正
に
よ
り
、
対
象
に
な
る
方
は
ど

れ
ほ
ど
か
。

答

　入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
預
か
り
税
で

あ
り
、
対
象
と
な
る
事
例
は
な
い
。
介
護

保
険
に
つ
い
て
は
、
延
滞
金
が
か
か
る
対

象
者
が
94
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い

て
は
５
人
で
あ
る
。

議
案
第
１
０
１
号

魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
１
０
０
号
・
１
０
１
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　現
地
調
査
︵
10
月
26
日
︶

　魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
魚
沼
更
生
園

の
施
設
の
現
状
と
課
題
の
調
査
の
た
め
、

現
地
視
察
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　施
設
の
老
朽
化
、
耐
震
化
、
入
所
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
大
規
模
改
修
の
た
め
の
調
査
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
建
替
え
も
含
め
て
検
討

し
て
い
た
だ
く
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

３

　調
査
事
件
︵
11
月
10
日
︶

魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
︵
中

間
見
直
し
︶
に
つ
い
て

問

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
ど
の
部
署
が
行

う
の
か
。

答

　週
１
回
１
時
間
程
度
、
市
民
課
で
対

応
す
る
。

魚
沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

問

　基
幹
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
改
善
点
は
あ
る
か
。

答

　運
行
事
業
者
と
の
調
整
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
区
を
ま
た
ぐ
と
い
う
問
題
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
調
整
を
進
め
る
。

第
５
期
魚
沼
市
障
害
者
計
画
・
第
６
期
障

害
福
祉
計
画
・
第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画

に
つ
い
て

問

　児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

答

　魚
沼
圏
域
で
１
カ
所
設
置
し
た
い
と

い
う
県
の
意
向
も
あ
る
が
、
今
現
在
、
具

体
的
な
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
。

魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

問

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
の
増
床

の
計
画
が
進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。

答

　介
護
人
材
不
足
が
大
き
な
要
因
の
一

つ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問

　子
ど
も
た
ち
に
介
護
体
験
の
機
会
を

作
り
、
介
護
職
に
就
い
て
も
ら
え
る
よ
う

な
教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　事
業
所
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　　「第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
市
民
福
祉

委
員
会
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
執
行
部

か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
、
取
り

ま
と
め
た
意
見
を
総
務
文
教
委
員
長
あ
て

に
提
出
し
た
。

４

　調
査
事
件
︵
12
月
24
日
︶

魚
沼
市
地
域
公
共
交
通
計
画
︵
案
︶
に
つ

い
て

問

　浦
佐
バ
イ
パ
ス
を
通
る
基
幹
病
院
行

き
の
路
線
は
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

答

　六
日
町
線
に
つ
い
て
は
、
路
線
を
分

割
し
た
う
え
で
、
バ
イ
パ
ス
は
通
ら
ず
、

浦
佐
駅
経
由
の
基
幹
病
院
行
き
を
考
え
て

い
る
が
、
別
路
線
と
合
わ
せ
、
南
魚
沼
市
、

運
行
事
業
者
と
協
議
を
始
め
た
段
階
で
あ

り
、
経
路
も
そ
の
中
で
協
議
す
る
。

　「第
５
期
魚
沼
市
障
害
者
計
画
・
第
６

期
魚
沼
市
障
害
福
祉
計
画
・
第
２
期
魚
沼

市
障
害
児
福
祉
計
画
」「
魚
沼
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

「
第
２
次
魚
沼
市
健
康
づ
く
り
計
画
」「
健

康
う
お
ぬ
ま
21
中
間
評
価
」
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
の

対
応
区
分
を
協
議
し
た
。
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１

　調
査
事
件
︵
10
月
13
日
︶

第
１
期
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
の
進

　

状
況
に
つ
い
て

　旧
町
村
地
域
ご
と
に
分
け
た
施
設
の
一

覧
表
を
基
に
、
令
和
元
年
度
末
の
達
成
・

未
達
成
状
況
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

旧
庁
舎
利
活
用
の
現
状
に
つ
い
て

旧
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
舎
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　７
月
16 

日
の
委
員
会
で
は
、
広
神

庁
舎
２
階
は
市
内
事
業
所
の
移
転
先
と
し

て
調
整
し
て
い
る
と
の
報
告
だ
け
で
あ

り
、「
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
名
前
は
出

て
き
て
い
な
い
。
市
と
社
会
福
祉
協
議
会

と
で
内
諾
の
よ
う
な
形
で
、
議
会
に
は
報

告
が
な
か
っ
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

そ
の
関
係
団
体
に
、
市
内
６
会
場
で
延
べ 

１
２
２
人
の
参
加
者
に
説
明
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
か
ら
は
旧
広
神
庁
舎
へ
の
移

転
に
対
し
て
反
対
が
出
て
、
議
会
宛
て
に

も
、「
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
の
位
置

を
考
え
る
会
」
か
ら
要
望
書
の
提
出
が
あ

っ
た
。
強
制
的
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
と
受

け
と
め
る
人
が
多
い
よ
う
に
も
聞
い
て
い

る
。
執
行
部
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

て
い
る
か
。

答

　社
協
側
か
ら
不
都
合
の
な
い
よ
う
に

事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
関
係
団
体
に
説

明
し
、
協
議
を
進
め
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
。

問

　移
転
問
題
に
つ
い
て
は
決
定
で
は
な

く
白
紙
撤
回
で
、
引
き
続
き
検
討
で
間
違 

い
な
い
か
。

答

　白
紙
撤
回
で
は
な
く
、
広
神
庁
舎
へ

移
転
す
る
と
い
う
方
向
性
は
一
致
し
て
い

る
が
、
移
転
時
期
が
４
月
１
日
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

２

　調
査
事
件
︵
12
月
８
日
︶

社
会
福
祉
協
議
会
の
移
転
に
つ
い
て

問

　広
神
庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
が
１
年

前
に
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
福
祉
団
体
や

市
民
に
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
。
透
明
性

が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
一
番
問
題
だ
っ
た

と
思
う
が
、
行
政
の
透
明
性
を
図
る
た
め

に
、
今
後
は
議
会
や
市
民
に
対
し
て
適
切

に
情
報
を
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
が
ど
う
か
。

答

　そ
の
よ
う
に
努
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

１

　調
査
事
件
︵
11
月
5
日
︶

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
映
像
配

信
に
つ
い
て

　ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
映
像
配
信
の
試
行

を
行
い
、
検
証
を
行
っ
た
。

●
音
が
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
が
、
映
像

の
解
像
度
は
悪
く
な
か
っ
た
。

●
執
行
部
側
の
映
像
も
必
要
で
は
な
い
か
。

●
技
術
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
配

信
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
。
配
信
後
の
市

民
の
反
応
を
見
て
、
改
善
策
を
見
つ
け
て

は
ど
う
か
。

※

３
常
任
委
員
会
の
映
像
配
信
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
後
順
次
全
委
員
会
の
映
像

配
信
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

　調
査
事
件
︵
１
月
14
日
︶

改
選
後
の
常
任
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

　効
率
的
に
検
討
を
進
め
る
た
め
、
作
業

部
会
を
設
置
し
、
論
点
整
理
を
行
っ
た
。

　作
業
部
会
で
の
検
討
結
果
を
委
員
会
に

報
告
し
、つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、

議
長
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

①

　総
務
文
教
委
員
会
及
び
産
業
厚
生
委

員
会
（
仮
称
）
の
２
常
任
委
員
会
と
す
る
。

②

　定
数
は
、
総
務
文
教
委
員
会
９
人
、

産
業
厚
生
委
員
会
９
人
と
す
る
。

③

　総
務
文
教
委
員
会
の
所
管
は
現
在
と

同
様
と
し
、産
業
厚
生
委
員
会
の
所
管
は
、

現
在
の
市
民
福
祉
委
員
会
と
産
業
建
設
委

員
会
を
合
わ
せ
た
所
管
と
す
る
。

④

　議
長
が
常
任
委
員
会
に
所
属
す
る
か

否
か
は
、議
長
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　「委
員
会
課
題
の
ま
と
め
」
及
び
「
令

和
２
年
度
中
学
生
議
会
」の
検
証
を
行
っ
た
。

※

中
学
生
議
会
に
つ
い
て
は
、
14
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
再
編
整
備

　特
別
委
員
会
報
告

議
会
改
革
特
別
委
員
会

YouTubeチャンネルで、常任委員会や

決算審査特別委員会等の映像の限定配

信を行い、委員間で検証を行った。

１

　審
査
事
件
︵
10
月
27
日
︶

請
願
第
３
号

﹁
魚
沼
須
原
ス
キ
ー
場
並
び
に
市
内
ス
キ

ー
場
の
持
続
可
能
な
運
営
を
求
め
る
請
願
﹂

　ス
キ
ー
場
民
営
化
に
向
け
た
事
業
者
と

の
協
議
経
過
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
報

告
を
受
け
た
。
民
営
化
の
条
件
の
一
つ
と

し
て
提
示
し
た
無
償
譲
渡
と
、
無
償
貸
付

の
検
討
を
し
た
が
、
全
て
の
ス
キ
ー
場
に

お
い
て
、
そ
の
用
地
に
公
有
地
と
民
有
地

が
混
在
し
て
お
り
、
無
償
貸
付
を
適
用
し

た
場
合
、
所
有
者
・
借
受
者
・
設
置
者
と

い
う
三
者
に
よ
る
契
約
関
係
が
生
じ
る
た

め
、
適
切
な
財
産
管
理
の
観
点
か
ら
無
償

譲
渡
以
外
は
困
難
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

こ
の
内
容
を
各
事
業
者
に
伝
え
、
再
度
交

渉
を
再
開
し
た
と
の
こ
と
。

※

引
き
続
き
審
査
を
続
け
る
べ
き
と
の
提

案
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

審
査
を
継
続
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　請
願
者
か
ら
、
さ
ら
に
具
体
的
な
請
願

を
提
出
す
る
と
の
理
由
で
、
11
月
25
日
に

請
願
取
下
書
が
提
出
さ
れ
、
12
月
22
日
に

議
会
で
承
認
さ
れ
た
。

２

　審
査
事
件
︵
12
月
25
日
︶

請
願
第
４
号

﹁
魚
沼
須
原
ス
キ
ー
場
及
び
市
内
ス
キ
ー

場
の
持
続
可
能
な
運
営
に
つ
い
て
市
長
へ

の
提
言
を
求
め
る
請
願
﹂

︵
請
願
代
表
者
に
対
す
る
質
疑
︶

問

　前
回
と
同
様
に
守
門
地
域
の
団
体
の

請
願
で
あ
る
が
、
市
内
の
ス
キ
ー
場
関
係

者
と
相
談
さ
れ
た
か
。

答

　守
門
地
域
と
し
て
危
機
感
を
持
ち
、

請
願
書
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
ほ
か

の
ス
キ
ー
場
関
係
者
と
は
、
時
間
的
余
裕

が
な
く
、
相
談
し
て
い
な
い
。

︵
執
行
部
に
関
す
る
質
疑
︶

問

　前
回
の
委
員
会
か
ら
今
日
ま
で
で
、

公
表
で
き
る
変
更
点
等
は
あ
る
か
。

答

　前
回
の
委
員
会
以
降
、
ス
キ
ー
場
事

業
者
と
の
協
議
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
報

告
す
べ
き
内
容
は
な
い
。

※

今
回
の
請
願
内
容
に
つ
い
て
さ
ら
に
慎

重
に
調
査
・
研
究
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

継
続
審
議
の
動
議
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

議
案
第
１
０
３
号

市
有
地
の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
１
０
４
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
１
０
５
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
１
０
３
〜
１
０
５
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

３

　調
査
事
件
︵
10
月
27
日
︶

　「サ
ン
キ
ュ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
忘
年

会
等
へ
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て
」「
水
の

郷
工
業
団
地
の
分
譲
に
つ
い
て
」「
令
和

２
年
度
に
お
け
る
魚
沼
市
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

出
没
等
対
応
の
経
過
に
つ
い
て
」、
執
行

部
か
ら
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

４

　調
査
事
件
︵
11
月
12
日
︶

寿
和
温
泉
大
規
模
改
修
に
関
す
る
経
過
に

つ
い
て

　こ
の
施
設
は
、
露
天
風
呂
・
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
・
温
泉
プ
ー
ル
の
３
棟
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
開
館
か
ら
20
数
年
が
経
過
す

る
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

改
修
工
事
設
計
業
務
委
託
を
発
注
し
、
平

成
30
年
か
ら
大
規
模
改
修
工
事
に
着
手
。

露
天
風
呂
改
修
工
事
は
完
了
し
た
が
、
そ

の
他
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と

し
て
、
一
旦
中
止
と
な
っ
た
旨
、
執
行
部

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

問

　方
向
性
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

　大
規
模
改
修
、
内
湯
と
露
天
風
呂
の

改
築
、
コ
ン
パ
ク
ト
施
設
の
整
備
と
い
う

３
つ
の
案
で
検
討
し
て
い
る
が
、
国
・
県

の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

最
終
的
に
は
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
比
較
を

出
し
た
段
階
で
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　「第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
産
業
建
設

委
員
会
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
執
行
部

か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
、
取
り

ま
と
め
た
意
見
を
総
務
文
教
委
員
長
あ
て

に
提
出
し
た
。

５

　調
査
事
件
︵
12
月
25
日
︶

　「除
雪
車
の
事
故
に
つ
い
て
」「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
」「
見
晴
ら
し
の

湯
こ
ま
み
の
ろ
過
装
置
の
不
具
合
に
つ
い

て
」「
須
原
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
雪
害
に

つ
い
て
」、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
の

対
応
区
分
を
協
議
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告



2021 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

１

　調
査
事
件
︵
10
月
13
日
︶

第
１
期
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
の
進

　

状
況
に
つ
い
て

　旧
町
村
地
域
ご
と
に
分
け
た
施
設
の
一

覧
表
を
基
に
、
令
和
元
年
度
末
の
達
成
・

未
達
成
状
況
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

旧
庁
舎
利
活
用
の
現
状
に
つ
い
て

旧
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
舎
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

問

　７
月
16 

日
の
委
員
会
で
は
、
広
神

庁
舎
２
階
は
市
内
事
業
所
の
移
転
先
と
し

て
調
整
し
て
い
る
と
の
報
告
だ
け
で
あ

り
、「
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
名
前
は
出

て
き
て
い
な
い
。
市
と
社
会
福
祉
協
議
会

と
で
内
諾
の
よ
う
な
形
で
、
議
会
に
は
報

告
が
な
か
っ
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

そ
の
関
係
団
体
に
、
市
内
６
会
場
で
延
べ 

１
２
２
人
の
参
加
者
に
説
明
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
か
ら
は
旧
広
神
庁
舎
へ
の
移

転
に
対
し
て
反
対
が
出
て
、
議
会
宛
て
に

も
、「
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
の
位
置

を
考
え
る
会
」
か
ら
要
望
書
の
提
出
が
あ

っ
た
。
強
制
的
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
と
受

け
と
め
る
人
が
多
い
よ
う
に
も
聞
い
て
い

る
。
執
行
部
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

て
い
る
か
。

答

　社
協
側
か
ら
不
都
合
の
な
い
よ
う
に

事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
関
係
団
体
に
説

明
し
、
協
議
を
進
め
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
。

問

　移
転
問
題
に
つ
い
て
は
決
定
で
は
な

く
白
紙
撤
回
で
、
引
き
続
き
検
討
で
間
違 

い
な
い
か
。

答

　白
紙
撤
回
で
は
な
く
、
広
神
庁
舎
へ

移
転
す
る
と
い
う
方
向
性
は
一
致
し
て
い

る
が
、
移
転
時
期
が
４
月
１
日
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

２

　調
査
事
件
︵
12
月
８
日
︶

社
会
福
祉
協
議
会
の
移
転
に
つ
い
て

問

　広
神
庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
が
１
年

前
に
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
福
祉
団
体
や

市
民
に
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
。
透
明
性

が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
一
番
問
題
だ
っ
た

と
思
う
が
、
行
政
の
透
明
性
を
図
る
た
め

に
、
今
後
は
議
会
や
市
民
に
対
し
て
適
切

に
情
報
を
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
が
ど
う
か
。

答

　そ
の
よ
う
に
努
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

１

　調
査
事
件
︵
11
月
5
日
︶

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
映
像
配

信
に
つ
い
て

　ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
映
像
配
信
の
試
行

を
行
い
、
検
証
を
行
っ
た
。

●
音
が
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
が
、
映
像

の
解
像
度
は
悪
く
な
か
っ
た
。

●
執
行
部
側
の
映
像
も
必
要
で
は
な
い
か
。

●
技
術
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
配

信
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
。
配
信
後
の
市

民
の
反
応
を
見
て
、
改
善
策
を
見
つ
け
て

は
ど
う
か
。

※

３
常
任
委
員
会
の
映
像
配
信
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
後
順
次
全
委
員
会
の
映
像

配
信
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

　調
査
事
件
︵
１
月
14
日
︶

改
選
後
の
常
任
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

　効
率
的
に
検
討
を
進
め
る
た
め
、
作
業

部
会
を
設
置
し
、
論
点
整
理
を
行
っ
た
。

　作
業
部
会
で
の
検
討
結
果
を
委
員
会
に

報
告
し
、つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、

議
長
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

①

　総
務
文
教
委
員
会
及
び
産
業
厚
生
委

員
会
（
仮
称
）
の
２
常
任
委
員
会
と
す
る
。

②

　定
数
は
、
総
務
文
教
委
員
会
９
人
、

産
業
厚
生
委
員
会
９
人
と
す
る
。

③

　総
務
文
教
委
員
会
の
所
管
は
現
在
と

同
様
と
し
、産
業
厚
生
委
員
会
の
所
管
は
、

現
在
の
市
民
福
祉
委
員
会
と
産
業
建
設
委

員
会
を
合
わ
せ
た
所
管
と
す
る
。

④

　議
長
が
常
任
委
員
会
に
所
属
す
る
か

否
か
は
、議
長
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　「委
員
会
課
題
の
ま
と
め
」
及
び
「
令

和
２
年
度
中
学
生
議
会
」の
検
証
を
行
っ
た
。

※

中
学
生
議
会
に
つ
い
て
は
、
14
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
再
編
整
備

　特
別
委
員
会
報
告

議
会
改
革
特
別
委
員
会

YouTubeチャンネルで、常任委員会や

決算審査特別委員会等の映像の限定配

信を行い、委員間で検証を行った。

１

　審
査
事
件
︵
10
月
27
日
︶

請
願
第
３
号

﹁
魚
沼
須
原
ス
キ
ー
場
並
び
に
市
内
ス
キ

ー
場
の
持
続
可
能
な
運
営
を
求
め
る
請
願
﹂

　ス
キ
ー
場
民
営
化
に
向
け
た
事
業
者
と

の
協
議
経
過
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
報

告
を
受
け
た
。
民
営
化
の
条
件
の
一
つ
と

し
て
提
示
し
た
無
償
譲
渡
と
、
無
償
貸
付

の
検
討
を
し
た
が
、
全
て
の
ス
キ
ー
場
に

お
い
て
、
そ
の
用
地
に
公
有
地
と
民
有
地

が
混
在
し
て
お
り
、
無
償
貸
付
を
適
用
し

た
場
合
、
所
有
者
・
借
受
者
・
設
置
者
と

い
う
三
者
に
よ
る
契
約
関
係
が
生
じ
る
た

め
、
適
切
な
財
産
管
理
の
観
点
か
ら
無
償

譲
渡
以
外
は
困
難
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

こ
の
内
容
を
各
事
業
者
に
伝
え
、
再
度
交

渉
を
再
開
し
た
と
の
こ
と
。

※

引
き
続
き
審
査
を
続
け
る
べ
き
と
の
提

案
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

審
査
を
継
続
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　請
願
者
か
ら
、
さ
ら
に
具
体
的
な
請
願

を
提
出
す
る
と
の
理
由
で
、
11
月
25
日
に

請
願
取
下
書
が
提
出
さ
れ
、
12
月
22
日
に

議
会
で
承
認
さ
れ
た
。

２

　審
査
事
件
︵
12
月
25
日
︶

請
願
第
４
号

﹁
魚
沼
須
原
ス
キ
ー
場
及
び
市
内
ス
キ
ー

場
の
持
続
可
能
な
運
営
に
つ
い
て
市
長
へ

の
提
言
を
求
め
る
請
願
﹂

︵
請
願
代
表
者
に
対
す
る
質
疑
︶

問

　前
回
と
同
様
に
守
門
地
域
の
団
体
の

請
願
で
あ
る
が
、
市
内
の
ス
キ
ー
場
関
係

者
と
相
談
さ
れ
た
か
。

答

　守
門
地
域
と
し
て
危
機
感
を
持
ち
、

請
願
書
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
ほ
か

の
ス
キ
ー
場
関
係
者
と
は
、
時
間
的
余
裕

が
な
く
、
相
談
し
て
い
な
い
。

︵
執
行
部
に
関
す
る
質
疑
︶

問

　前
回
の
委
員
会
か
ら
今
日
ま
で
で
、

公
表
で
き
る
変
更
点
等
は
あ
る
か
。

答

　前
回
の
委
員
会
以
降
、
ス
キ
ー
場
事

業
者
と
の
協
議
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
報

告
す
べ
き
内
容
は
な
い
。

※

今
回
の
請
願
内
容
に
つ
い
て
さ
ら
に
慎

重
に
調
査
・
研
究
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

継
続
審
議
の
動
議
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

議
案
第
１
０
３
号

市
有
地
の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
１
０
４
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
１
０
５
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
１
０
３
〜
１
０
５
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

３

　調
査
事
件
︵
10
月
27
日
︶

　「サ
ン
キ
ュ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
忘
年

会
等
へ
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て
」「
水
の

郷
工
業
団
地
の
分
譲
に
つ
い
て
」「
令
和

２
年
度
に
お
け
る
魚
沼
市
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

出
没
等
対
応
の
経
過
に
つ
い
て
」、
執
行

部
か
ら
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

４

　調
査
事
件
︵
11
月
12
日
︶

寿
和
温
泉
大
規
模
改
修
に
関
す
る
経
過
に

つ
い
て

　こ
の
施
設
は
、
露
天
風
呂
・
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
・
温
泉
プ
ー
ル
の
３
棟
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
開
館
か
ら
20
数
年
が
経
過
す

る
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

改
修
工
事
設
計
業
務
委
託
を
発
注
し
、
平

成
30
年
か
ら
大
規
模
改
修
工
事
に
着
手
。

露
天
風
呂
改
修
工
事
は
完
了
し
た
が
、
そ

の
他
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と

し
て
、
一
旦
中
止
と
な
っ
た
旨
、
執
行
部

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

問

　方
向
性
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

　大
規
模
改
修
、
内
湯
と
露
天
風
呂
の

改
築
、
コ
ン
パ
ク
ト
施
設
の
整
備
と
い
う

３
つ
の
案
で
検
討
し
て
い
る
が
、
国
・
県

の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

最
終
的
に
は
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
比
較
を

出
し
た
段
階
で
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　「第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
産
業
建
設

委
員
会
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
執
行
部

か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
、
取
り

ま
と
め
た
意
見
を
総
務
文
教
委
員
長
あ
て

に
提
出
し
た
。

５

　調
査
事
件
︵
12
月
25
日
︶

　「除
雪
車
の
事
故
に
つ
い
て
」「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
」「
見
晴
ら
し
の

湯
こ
ま
み
の
ろ
過
装
置
の
不
具
合
に
つ
い

て
」「
須
原
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
雪
害
に

つ
い
て
」、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

市
民
の
声
を
聞
く
会
の
意
見
・
要
望
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
の

対
応
区
分
を
協
議
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告
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　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　大
雪
の
中
、
迎
え
た
令
和

３
年
も
早
１
カ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
猛
威
を
振

る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
の
目
途
も
立

た
な
い
中
、
市
民
の
皆
様
方

か
ら
は「
自
分
自
身
が
考
え
、

行
動
し
て
問
題
を
解
決
す

る
」
自
助
、「
共
に
支
え
あ

い
助
け
あ
い
、
お
互
い
を
気

づ
か
い
あ
う
」
共
助
を
理
解

し
、
実
践
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　私
ど
も
市
議
会
も
、
公
助

と
し
て
行
政
が
市
民
に
今
何

を
す
べ
き
か
し
っ
か
り
と
考

え
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政

運
営
と
な
る
よ
う
、
議
会
の

機
能
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
関
矢
孝
夫
）

あ
と
が
き

　昨
年
は
国
勢
調
査
員
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　地
元
の
約
80
軒
を
担
当
し
ま
し
た
。
集

落
を
一
軒
一
軒
回
っ
て
み
る
と
、
普
段
気

付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

家
は
あ
る
け
れ
ど
新
潟
市
に
住
ん
で
い
る

家
族
。
持
ち
主
は
東
京
に
住
ん
で
い
て
、

別
荘
の
よ
う
な
家
。
じ
い
ち
ゃ
ん
が
一
人

で
住
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
今
は
南
魚
沼
市

の
息
子
さ
ん
と
暮
ら
し
て
い
る
等
々
、
肌

身
で
感
じ
た
過
疎
化
で
し
た
。

　こ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
十
日
町
市
の

大
地
の
芸
術
祭
で
す
。
３
年
毎
の
開
催
で

す
が
、
来
場
者
数
は
50
万
人
と
の
こ
と
。

実
際
に
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、
ア
ー
ト
作

品
が
畑
や
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
り
、
古

民
家
の
中
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
り
、
新
鮮

な
体
験
で
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
商
店
街

も
閉
ま
っ
て
い
る
店
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
コ
も
の
を
つ
く
っ
て
人

を
集
め
る
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　子
ど
も
の
頃
、
70
歳
と
い
え
ば
相
当
の

お
年
寄
り
と
記
憶
し
て
い
る
。
ま
さ
か
自

分
が
そ
の
年
齢
を
超
え
た
老
人
に
な
っ
た

自
覚
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
山
で
の
歩

く
速
度
も
遅
く
な
り
、
一
層
進
ん
だ
物
忘

れ
な
ど
か
ら
、
体
力
、
気
力
と
も
に
着
実

に
衰
え
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
　

　新
潟
県
の
男
性
の
健
康
寿
命
は
72
歳
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
健
康
に
留

意
し
、「
寝
た
き
り
と
認
知
症
は
努
力
に

よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
生
活
面
で
し
っ
か
り
と
自

立
し
、生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い

た
め
、
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
に
心
が
け
免
疫
力
を
高
め
た
い
。
そ

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
実
践
に
努
め
た
い
。

６
回
目
の
年
男
を
迎
え
て

　

市
民
の
声

並
柳

　関
矢

　隆
さ
ん

国
勢
調
査
員
を

　
　
　
　や
っ
て
感
じ
た
こ
と

今
泉

　星
野
正
昭
さ
ん
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わが校
自慢

　広
神
中
学
校
の
自
慢
は
、
物
心

と
も
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
温
か
い

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

生
徒
も
職
員
も
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
「
広
神
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
皆
様
の
協
力
で
、
１
年

生
が
栽
培
し
た
さ
つ
ま
い
も
を

使
っ
て
、
校
内
で
「
干
し
芋
」

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　上
級
生
や
１
年
生
の
家
庭
に

も
配
り
、
全
校
で
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　今年度の中学生議会は広神中学校の３年生
から取組んでいただきました。議会終了後に、
クラスごとに記念写真をパチリ！

山田菜々子さん「星と月に照らされて」広神中学校　2年

※「中学生議会」の詳細については 14〜16 ページをご覧ください。※「中学生議会」の詳細については 14〜16 ページをご覧ください。


